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中学校における心に響く道徳の時間の展開Ⅱ 
 

－職場体験と結びついた道徳の時間の学習プログラム－ 
 
 
 
 
 

中学校における「心に響く道徳の時間」を実現するために，昨年

度から生徒自らの体験を生かした道徳の時間の研究を進めてきた。 

本年度は，それを踏まえ，道徳的実践力の育成を「人間としての

生き方」という面からより深めるために，体験の中でもとりわけ「生

き方」の視点が明確に表れている『生き方探究・チャレンジ体験』

に注目した。職場体験と道徳の時間を道徳的価値の視点で連動させ

ることで，道徳的実践力を育成する学習プログラムを提示し，実証

授業を通してその有効性を明らかにする。 
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はじめに 

 
 道徳教育の充実が求められる中，昭和 33 年学習
指導要領の改訂によって，道徳の時間が教育課程
に位置付けられた。とりわけ，昨今の子どもたち
の社会生活における規範意識の低下や問題行動の
多様化・複雑化を受けて，社会問題として道徳教
育への関心が高まっており，その中でも道徳の時
間のあり方が注目されている。 
 しかし，もちろん道徳の時間は子どもたちの規
範意識を高めることや，問題行動の抑制のために
存在するものではない。子どもたちは，常により
よく生きたいと願っている。その願いをかなえる
ために「人としてどう生きていくべきか」という
問いかけに自らが立ち向かっていく力をつけるた
めである。道徳の時間はその力，つまり道徳的実
践力の育成に向けてのかなめの時間なのである。 
 昨年度と本年度を通し，この力の育成を図るた
めに，心に響く道徳の時間の充実をめざして研究
を進めてきた。生徒が，たてまえとして道徳の時
間を捉える限りは，道徳の時間が生徒の心に響か
ないことは明らかである。生徒が道徳的価値を自
分のこととして内面で自覚し，それを日常生活と
の関わりの中で捉えたとき，心に響く時間となる
のである。 
そこで，生徒の体験と道徳の時間を結びつけて

展開することによって，道徳の時間が心に響き，
そこで学習した価値を生徒が自分のこととして受
け止めることで道徳的実践力の育成が図られるの
ではないかと考えたのである。 
 本研究では，以上の点を踏まえて，第１章で昨
年度の研究成果と課題，及びそれを解決するため
の新たな視点を述べる。そして第２章では，それ
を踏まえて開発した学習プログラムを提示し，さ
らに，第３章，第４章で，本研究の学習プログラ
ムの実証授業の分析考察を通し，その有効性を検
証し研究のまとめとする。 

 

第１章 職場体験と結びついた 
道徳の時間のめざすもの   

 

第 1節 「心に響く道徳の時間」に向けて 

 
（１）心に響く道徳の時間にするための視点 
 「生きる力」の核となる豊かな人間性を育むこ
とにおいて，道徳教育やそのかなめである道徳の

時間が担っている役割は大きい。 
 「生きる力」が注目されたのは，平成８年７月
の中央教育審議会第一次答申においてであるが，
それを受けた中学校学習指導要領解説―道徳編―
では，「生きる力」とは，「変化の激しい社会にお
いて，いかなる場面でも他人と協調しつつ自律的
に社会生活を送れるようになるために必要な，人
間としての実践的な力であり，豊かな人間性を重
要な要素とする」（１）とある。また，このような
「生きる力」を育てるのが，心の教育であり，道
徳教育なのであるとも述べられている。（２） 
 道徳教育でこのような力を育成するためには，
かなめとなる道徳の時間の充実が図られなければ
ならない。つまり，道徳的価値を基盤とするより
よく生きる力を育成する充実した時間となること
が不可欠なのである。 
 では，具体的に充実した道徳の時間とはどのよ
うな時間をさすのであろうか。生徒は単に「楽し
い」授業を充実した時間と短絡的に捉える場合が
ある。たとえば，指導者が生徒を授業に集中させ
るために彼らの興味や関心を引き出す話題を提供
する場合がある。この話題を生徒が「楽しい」と
感じ，その授業は「楽しかった」と捉えることが
ある。しかし，もちろん学習における「楽しい」
とは，そのような意味ではない。この場合，生徒
が「楽しい」と感じても，それは単に学習への契
機にすぎず，生徒にとって充実した学習になるか
どうかは，別の問題であるからである。 
 大津悦夫は授業における楽しさについて，二つ
の側面から次のように述べている。「第一の側面
は，子どもの知的好奇心に基づく楽しさである。
あることに熱中できる，あきないで取り組める，
などがこれにあたる。第二の側面は，子どもが自
分の知的世界の拡大を実感したことから生ずる楽
しさである。楽しいことを知った場合，今まで解
けなかった問題がとけるようになった場合，自分
の意見を持てた場合などがこれにあたる。」（３） 
 つまり，学習において「楽しい」とは，その内
容に興味，関心をもって取り組むことによって，
今まで疑問に思っていたことやわからなかったこ
とがわかるようになり，その理解したことをこれ
からの生き方に生かしていける力がつくことをさ
すと思われる。これを道徳の時間にあてはめて考
えると，道徳の時間の場合の「楽しい」とは，自
己の内面との対話を通して新たな価値に気付いた
り，今までの自分の価値観が他者の考えによって
揺さぶられたりしながら，価値を内面化させ，そ
れを自分のこれからの生き方に生かしていける力
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がつくことである。このような，道徳の時間が充
実した時間なのである。 
 そこで，昨年度の研究では，充実した道徳の時
間を「心に響く道徳の時間」と捉え，その構造を
提示した。（４）本年度は，これを道徳の時間にお
ける「道徳的実践力の育成」，「心の変化」，「改善
の視点」という三つの点から再考し，お互いの関
連を踏まえてその構造を図１－１のように整理し
た。 
以下，図１－１を参照しながら「心に響く道徳

の時間」の構造について説明することにする。 
 まず，「心の変化」と「道徳的実践力の育成」と
の関連についてであるが，昨年度の研究では道徳
の時間が「心に響く」ことを，学習を通した心の
変化から「心に残る」「心が揺さぶられ，動く」「心
が響く」という三段階で捉えた。（５）心が響くた
めにはまず，教材との出会いを通して価値に気付
き，価値が「心に残る」ことがその出発点となる。
この段階では，既存の概念で価値を捉えるのでは
なく，今の自分がその価値をどのように自覚して
いるのかを感性で受け止めることが大切である。
そうすることによって，次の段階の自己の内面と
の対話に広がりと深まりが生じるからである。 

つまり，価値を感性で捉えて理解することを
〈感性的理解〉，思考を促すことで理解することを
〈知的理解〉とするならば，「心に残る」段階は，
教材との出会いの中でそこに含まれる価値を感性
で受け止める〈感性的理解〉を促す段階と考える
ことができる。 
そして，心に残った価値を自分の体験や，他の

人の価値についての考え方と照らし合わせながら
自己の内面との対話を行う段階が「心が揺さぶら
れ，動く」である。 
自己の内面との対話では，気付いた価値により

それまで漠然としていた価値についての認識が明
確になったり，価値を再認識したりする。また，
気付いた価値と自分の考え方との間にずれがある
場合には，内面と葛藤しながら価値観を修正しよ
うとする。滝沢武久は「思考によって処理しきれ
ないことがらに当面すると，問題として意識され
ることとなる。それはまず，驚き，疑問，当惑な
どとして現れる。」（６）とし，さらに，「不均衡状
態に直面すると，周囲のものごとを観察したり探
索したりして，これを同化しようと努め，そのま
までは同化し難いときには，認知構造を調整させ
ることにより，これを同化する。」（７）と述べて

 
学習を通し
た心の変化 

心に残る 

心が響く 

心が揺さ
ぶられ，動
く 

道徳の時間における【道徳的実践力】の育成

教材との出会い 

価値の気付き 
〈価値の感性的理解〉 

自己の内面との対話 
〈価値の知的理解〉 

気付いた価値と思考とのずれ 

価値の修正 価値の再認識

価値の内面化 

他者の考えとの
照らし合わせ 自分の体験との

照らし合わせ 

内面化した価値を日常生活へ反映させようとする意欲や態度

《体験の経験化》《価値の深まり》 

内面化した価値の日常生活への反映 
―【道徳的実践】― 

 
心に響く道徳の時間
への改善の視点 

 
 
○教材の視点 
 ・読み物資料 
・視聴覚教材 
・その他 

○授業方法の視点 
 ・話し合い 
・説話 
・読み物資料の活用 
・視聴覚資料の活用 
・役割演技 
・書く活動 
・発問 
・板書 
・その他 

○授業形態の視点 
 生徒の側から 
 ・個人 
・小集団 
・学級 
・学年 
・全校 
・その他 
指導者の側から 
・担任による 
・担任以外による 
・Ｔ．Ｔによる 
・ゲストティーチャーによる 
・その他 

道徳の時間 
そのものの視点

 
 
○学校教育における体験からの 
アプローチ 
・各教科 
・特別活動 
・総合的な学習の時間 
・その他 

○学校教育以外の日常生活からの
アプローチ 

道徳の時間への
アプローチの視点 

図１－１ 心に響く道徳の時間の構造 
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いる。つまり，自分の考えと気付いた価値との間
にずれがある場合，今までの自分の体験を思い出
したり，他者の考えを聞いたりしながら，今まで
の価値を修正して新たな価値観を形成しようとす
るのである。このようにして，自己の内面との対
話により価値の自覚が深まっていくのである。つ
まり，価値が内面化されていくのである。この「心
が揺さぶられ，動く」段階は，生徒の思考を促す
ことで，価値の更なる深まりを図るため，価値の
〈知的理解〉を促す段階であると考えられる。 
さらに，価値の自覚が深まったことにより，そ

れまでの自分の体験が単なる体験から意味ある経
験として蓄積され，その価値を日常生活に反映さ
せようとする意欲や態度が育成されたときが「心
が響く」段階である。この「心が響く」段階に到
達して，初めて道徳的価値に裏打ちされた道徳的
実践力が育成されたということができるのであ
る。そして，この育成された道徳的実践力が日常
生活の行動に反映されることを道徳的実践と捉え
た。 
 以上の心の変化を踏まえて，心に響く道徳の時
間とするための，「改善の視点」を整理すると，図
１－１の右列のようになる。改善の視点としては，
昨年度の研究で，「道徳の時間へのアプローチの視
点」と「道徳の時間そのものの視点」の二つの視
点を明らかにしている。（８）ただし，これらの視
点はどちらか一方だけを改善すればよいというも
のではなく，双方を効果的に改善しなければ，「心
に響く道徳の時間」には発展しないのである。 
まず，「道徳の時間そのものの改善の視点」は，

価値が心に残ったり，内面との対話で心が揺さぶ
られたり動いたりすることと深く関わっている。
教材や授業方法，授業形態を工夫して，様々な角
度から価値に迫ることは，道徳の時間のねらいと
している価値にしっかりと気付き，その価値を手
がかりにして自己の内面と深く対話することに大
きな影響を与えるからである。 
また，「道徳の時間へのアプローチの改善の視
点」は，道徳的実践力の育成においてとくに欠か
すことのできない視点である。前述したように，
道徳の時間が心に響くためには，内面化された価
値が日常生活に結びつかなければならない。その
ためにも，道徳の時間をその時間だけの単独のも
のとして捉えるのではなく，生徒の生活すべてと
関連していることを生徒自身が身をもって感じ，
また，生活に生かしていこうとする場面があるこ
とが大切である。 
生徒の心に訴えかける教材を使い，適切な授業

方法と形態で道徳の時間を改善しても，それが生
徒の体験と結びついて日常生活へと反映されてい
かなければ心に響いたとは言えず，道徳的実践力
や道徳的実践には結びつかないのである。 
この体験と道徳の時間との結びつきについて，

金井肇は「子ども自らの体験を引き合いに出し，
そこを通ることによって，指導内容は子ども自身
との結びつきができてくる。体験が資料と子ども
を結ぶ通路になるのである。この意味でも，体験
は大切である」（９）と述べている。このことから
も分かるように，教材との出会いに始まり，自己
の内面との対話を通して価値が内面化されていく
すべての過程で，生徒のどのような体験（この場
合の体験とは，学校教育活動以外の体験もすべて
含んでいる）から道徳の時間にアプローチするの
かは「道徳の時間そのものの視点」とともに重要
な視点なのである。 
 

（２）心に響く道徳の時間を通して培われる力 
 前項で述べたように昨年度の研究では心に響く
道徳の時間をめざし，道徳の時間そのものと道徳
の時間へのアプローチという二つの視点からの工
夫を取り入れた学習プログラムを開発した。(10) 
資料として音楽や写真を用いたり，フォトランゲ
ージの手法を用いたりするなどの道徳の時間その
ものの工夫と，生徒の体験を生かした道徳の時間
を展開するというアプローチの工夫を取り入れ，
道徳の時間の改善を図ったのである。その結果，
生徒の内面では道徳的価値の自覚が促され，その
価値を日常生活に反映させようとする意欲や態度
が培われたことが実証された。しかし，ここで育
成された道徳的実践力が，生徒の日常生活と結び
つき，実際の生活の中で行動として表れるには，
二つの視点からの道徳の時間の改善に加え，道徳
の時間と生徒の生活を結びつける新たな視点が必
要なのではないかと考えた。 
 そこで，中学校学習指導要領道徳の目標にある
「生き方」というテーマに着目した。目標には，
「道徳的価値及び人間としての生き方の自覚を深
め，道徳的実践力を育成するものとする。」（11）
という一文がある。この部分を小学校の学習指導
要領と照らし合わせてみると，「人間としての生き
方」という言葉が中学校では付け加えられている
ことがわかる。 
 「人間としての生き方」の自覚を深め，道徳的
実践力の育成を図るということは，これから出会
うであろう様々な場面で人としてよりよく生きて
いくための力を身につけるために，道徳的価値の
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自覚を自らの生き方の問題として深めていくこと
を意味している。もちろん，このことは小学校の
道徳の時間においても重視されている点である。
しかし，金井肇が「『生き方』には，行為の面とと
もに，生きがいの問題がかかわっている。生きが
いの探求とかかわって進路も選ばれることにな
る。」（12）と述べていることでも分かるように，「人
間としての生き方」という言葉は，中学生という
時期が自分の進路選択とも関わって，将来の自分
の生き方に関心をもち始め，自分の人生を「いか
に生きていくべきか」ということを真剣に模索し
始める時期に当たるということを踏まえたもので
あり，特に中学生においては，この点が重視され
なければならないと考えた。 
 つまり，「生き方」という視点を道徳の時間の基
盤に据えることが，自覚した価値を日常生活へ反
映させることにつながるのではないかと考えた。 
以上のことを踏まえ，本研究の学習プログラム
の開発に当たっては，特に次の２点に注目した。 

 

第２節 職場体験を通して学びとる道徳的価値 
 
（１）職場体験と道徳の時間を結びつける意義 
 ところで，「生き方」の視点で近年大切にされて
いる体験に職場体験がある。 
本市立中学校では，平成 12 年度に 18 校で『生

き方探究・チャレンジ体験』という名称で職場体
験が開始された。平成 13 年度には，それが 54 校
に広まり，本年度からは全市立中学校で実施され
るに至った。 
平成 13 年度の『生き方探究・チャレンジ体験』

の取組のまとめの中で「自分の生き方や将来を考
えるようになったり，働くことの厳しさや楽しさ
を学んだり，また，人のふれあいの温かさや人間
関係の大切さを実感したりとひとまわりもふたま
わりも大きく成長した。」（13）という生徒の声が
紹介されている。また，生徒のアンケート結果（図

１－３）（14）からも分かるように，体験期間中を 
「大変充実した」「まあ充実した」と肯定的に受け
止めている生徒は，合わせて 95.1％である。また
自分にとって活動したことが「大変良い経験にな
った」「ある程度良い経験になった」と考えている
生徒は合わせて 94.2％であり，多くの生徒がこの
取組に対して前向きに行動し，自分にとって意味
のある体験であったと考えていることが分かっ
た。しかも，二つの結果が共に９割を超える数字
であることは驚きですらある。学校という限られ
た場だけでは得ることの出来ないものを掴み取っ
ているのである。 
また，学校教育活動において職場体験は，特別

活動の領域の「Ｃ学校行事（５）勤労生産・奉仕
的行事」に位置づけられている。中学校学習指導
要領における特別活動の目標は「（略）人間として
の生き方についての自覚を深め，自己を生かす能
力を養う。」（15）となっている。この「人間とし
ての生き方の自覚を深め」という部分については，
道徳の目標と共通している。 
さらに，中学校学習指導要領解説―特別活動編

―における「勤労生産・奉仕的行事」に関する記
述の中では「これらの体験を通して，勤労の尊さ
や意義を理解し，職業や進路の選択に役立つ勤労
観や職業観を身に付けたり，共に生きる人間とし
て必要な社会福祉の精神を身に付けるなど，将来
の社会人としての生き方を深めることができるよ

道徳の時間に自覚した価値が日常生活に反映
することをめざし 
①生徒自身の体験と道徳の時間を結びつけ，気
付いた価値を自分のこととして自覚する。  

②道徳の時間の基盤に「生き方」の視点を据え，
自覚した価値を自らの生き方の問題として
深める。 

55.5%
38.7%

4.1%

1.7%

大変よい経験になった

ある程度良い経験に
なった
あまり良い経験になら
なかった
全く良い経験にならな
かった

【自分にとって活動したことは】

図１－３ 平成 13 年度『生き方探究・チャレンジ体
験』アンケート結果 

63.3%

31.8%

3.4%

1.5%

大変充実した

まあ充実した

あんまり充実しなかった

全く充実しなかった

【体験期間中は】
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うに指導することが大切である。」（16）とあり，
職場体験を通して「生き方」を深めることがねら
いとなっていることは明らかである。 
西村日出男が「道徳教育の目標は，特別活動と

いう実践の場面における指導を通して達成される
ことが多い」（17）と述べていることからも分かる
ように本来，道徳教育と特別活動は密接した関係
にあり，お互いが連携を取ることは，双方がそれ
ぞれの目標を達成するためには大変意味のあるこ
とである。とりわけ，職場体験と道徳の時間は「生
き方」を探究する上で，関連が深いと思われる。
つまり，道徳の時間で道徳的価値及び人間として
の生き方の自覚を深め，職場体験での実践を通し
てそれを実感し，より深めていくのである。 
この職場体験と結びついた道徳の時間につい

ては，その重要性を感じながらも今まであまり触
れられていない点である。 
これまでから中学校では，職場体験と関連した
様々な取組がなされてきている。たとえば，職場
体験前の取組として「仕事調べ」をして社会には
多くの職業があることや，その中には資格の必要
な職業や，学歴が必要な職業，専門的知識が必要
な職業などの種類があることなどを学習してい
る。また，体験の後には発表会を開いて，みんな
で感動を共有するという取組もされている。 
しかし，実際に体験することで実感した道徳的

価値を，道徳の時間に自らの「生き方」の問題と
して深める取組にまで発展していないことが多か
った。次項で明らかにするが，職場体験には多く
の道徳的価値が含まれており，生徒はそれを肌で
感じとってきている。しかも，生徒にとっては，
職場という学校とは異なった環境の中での体験で
あるために，今までにない深い価値の実感をして
いるのである。 
このような生徒にとって貴重な体験である職

場体験をそれだけで終わらせるのではなく，道徳
の時間と結びつけて道徳的実践力を育成し，道徳
的実践へと発展させることは，自覚した価値を自
らの生き方の問題として深め，日常生活に反映さ
せていく上で大変意義があると考えた。 
 

（２）道徳的価値の視点による職場体験の分析 
 職場体験と結びついた道徳の時間の学習プログ
ラムを開発するにあたって，まず，双方が連動す
る基軸となる道徳的価値を見つけることが必要で
ある。 
そのために，職場体験の感想文を道徳的価値の

視点で分析することにした。分析の対象は，平成

13 年度に『生き方探究・チャレンジ体験』を実施
した藤森中学校の 354 人の生徒感想文である。 
感想文の中から道徳的価値に関する言葉や文

章を拾い集めていき，職業のジャンル別で集計す
ることにした。 
その際の分析の視点となる道徳的価値は，昨年

度の研究で，中学校学習指導要領に示されている
道徳の 23 の内容項目を 30 のキーワードにしたも
のを使用することにした。（18）このキーワードは，
小学校の低学年から中学校までの内容項目をその
系統性・発展性を踏まえて分析したものである。
23 の内容項目を 30 のキーワードにしたのは，内
容項目の中にはいくつもの価値が複合しているも
のがある上，体験の中にもいくつもの価値が混在
しているため，双方に含まれる価値をより明確に
結びつけるためである。そして，この 30 のキーワ
ードと感想文中の価値を結びつける視点が表１－
１である。 

表１－１ 職場体験感想文の分析の視点 

内容項目 キーワード 感想文分析の視点 
１－１ 
望ましい生活習慣を身に付け，心身
の健康の増進を図り，節度を守り節
制に心掛け調和のある生活をする。 

「節度・自立」 『節度』『自立』『生活習慣』
『健康』 

「努力」 『努力』『頑張る』『達成感』 
「忍耐・意志」 『忍耐』『何回も』『やり抜

く』 
「希望・向上
心」 

『希望』『夢』『将来』『向上』 

１－２ 
より高い目標を目指し，希望と勇気
をもって着実にやり抜く強い意志
をもつ。 

「判断・勇気」 『良いこと・悪いこと』『勇
気』 

「自主・自律」 『自主的』『規律』『けじめ』 １－３ 
自律の精神を重んじ，自主的に考
え，誠実に実行してその結果に責任
をもつ。 

「正直・誠実」 『明るい』『誠実』『元気』『正
直』 

１－４ 
真理を愛し，真実を求め，理想の実
現を目指して自己の人生を切り拓
いていく。 

「真理・理想」 『真理』『理想』 

「思慮・反省」 『自分を見つめる』『反省』 

１ 

主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と 

１－５ 
自己を見つめ，自己の向上を図ると
ともに，個性を伸ばして充実した生
き方を追求する。 

「個性伸長」 『個性』『性格』『長所・短
所』『成長』 

 

内容項目 キーワード 感想文分析の視点 
２－１ 
礼儀の意義を理解し，時と場に応じ
た適切な言動をとる。 

「礼儀」 『挨拶』『笑顔』『礼儀』 

「思いやり・
親切」 

『優しさ』『思いやり』『心
温まる』『お年より』『親切』 

２－２ 
温かい人間愛の精神を深め，他の
人々に対し感謝と思いやりの心を
もつ。 

「尊敬・感謝」 『感謝』『ありがとう』『う
れしい』『尊敬』 

２－３ 
友情の尊さを理解して心から信頼
できる友達をもち，互いに励まし合
い，高め合う。 

「友情・信頼」 『友達』『信頼』『仲良く』『助
け合い』 

２－４ 
男女は，互いに異性についての正し
い理解を深め，相手の人格を尊重す
る。 

「異性理解」 『男女』 

２ 

主
と
し
て
他
の
人
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と 

２－５ 
それぞれの個性や立場を尊重し，い
ろいろなものの見方や考え方があ
ることを理解して，謙虚に学ぶ広い
心をもつ。 

「寛容・謙虚」 『いろいろな人』『いろいろ
な考え方』 
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平成 13 年度，藤森中学校では 354 名の生徒が

112 ヶ所の事業所に分かれて，『生き方探究・チャ
レンジ体験』を実施している。体験後，各生徒は
感想文を書き，一冊の冊子としてまとめられた。
その冊子に載せられているすべての生徒感想文を
表１－１にしたがって分析した。ただし，感想文
の中には，複数の価値が読み取れるものもあれば，
価値が読み取れないものもあった。 
表１－２は，その分析結果を職業のジャンル別

にまとめたものである。結果をみると，30 のキー
ワードの中で，高い数字を示しているキーワード
がいくつかあることが分かる。その中でも特に高
い数字を示した六つのキーワードを感想文から読

み取れる生徒の姿と関連させながら紹介していき
たい。 
①「勤労・奉仕」 
 生徒にとっては，社会の中で，働く大人と一緒
に活動をする初めての体験である。今まで，漠然
と捉えていた仕事に対する自分の考え方が甘かっ
たことに気付き，改めて仕事の厳しさを実感して
いた。そして，そういう厳しい仕事を大人たちが
責任をもってこなしていくからこそ，社会全体が
成り立っているのだという仕事の大切さも知った
ようであった。また，そんな厳しい仕事であるに
もかかわらず，働く大人たちが信念をもって，生
き生きと仕事をしている姿に感動していた。そし
て，働く大人たちが，どんなことを考えて，仕事
をしているのかも知り，自分が社会に出たときに，
この体験を生かそうとしている姿が感じられた。
まさしく，勤労の尊さや意義を体感していたよう
であった。 
②「尊敬・感謝」 
職場体験に不安や緊張をもつ生徒がほとんど

であったが，その不安や緊張を解きほぐしてくれ
たのが，事業所の人やそこを訪れた人からの温か
い言葉かけであったようだ。そして，そのことに
対して，素直にうれしいと感じ，心からの感謝の
気持ちを抱いていた。 
③「礼儀」 
初めての職場で，「おはようございます」と不
安な気持ちで挨拶をしたときに，職場の人から返
事が返ってきたことがきっかけとなり，職場に溶
け込めた生徒も多かった。挨拶が人間関係におい
て重要であることを実感していた。また，接客を
体験した生徒の多くが，なかなか「いらっしゃい
ませ」「ありがとうございました」という言葉が出
ずに，後悔していた。店の人から，大きな声で心
をこめて挨拶することの大切さや，相手への礼儀
は，相手を尊重している心の表れであることを教
えられ，礼儀の意義を実感していた。 
④「努力」 
厳しい仕事に，心身ともに疲労しながらも，自

分に与えられた仕事に精一杯取り組む中で，生徒
は，努力してやり終えたときの充実感，達成感，
を感じていた。そして，その中で，今まで気付か
なかった自分を発見し，自分自身に驚くと同時に，
困難なことでもやればできるんだという自信が生
まれてきているのが読み取れた。 
⑤「希望・向上心」 
実際に働くことを体験することで，仕事に対す

るイメージが現実味を帯び，自分の将来について

内容項目 キーワード 感想文分析の視点 
「自然愛」 『動物』『植物』『自然』 ３－１ 

自然を愛護し，美しいものに感動す
る豊かな心をもち，人間の力を超え
たものに対する畏敬の念を深める。 

「敬虔・畏敬」 『美しさ』『素晴らしさ』 

３－２ 
生命の尊さを理解し，かけがえのな
い自他の生命を尊重する。 

「生命尊重」 『命』『生きる』 

３ 

主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
も

の
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と 

３－３ 
人間には弱さや醜さを克服する強
さや気高さがあることを信じて，人
間として生きることに喜びを見い
だすように努める。 

「強さ・気高
さ」 

『弱さ・醜さ』『強さ・気高
さ』 

 

内容項目 キーワード 感想文分析の視点 
４－１ 
自己が属する様々な集団の意義に
ついての理解を深め，役割と責任を
自覚し集団生活の向上に努める。 

「役割・責任」 『協力』『分担』『責任』 

４－２ 
法やきまりの意義を理解し，遵守す
るとともに，自他の権利を重んじ義
務を果たして，社会の秩序と規律を
高めるように努める。 

「権利・義務」 『きまり』『法』『権利』『義
務』 

４－３ 
公徳心及び社会連帯の自覚を高め，
よりよい社会の実現に努める。 

「公徳心」 『みんなのもの』 

４－４ 
正義を重んじ，だれに対しても公
正，公平にし，差別や偏見のない社
会の実現に努める。 

「正義・公平
公正」 

『正義』『公平公正』『差別』
『偏見』 

４－５ 
勤労の尊さや意義を理解し，奉仕の
精神をもって，公共の福祉と社会の
発展に努める。 

「勤労・奉仕」 『勤労の大切さ・大変さ・
厳しさ』『やりがい』『社会
の一員』『奉仕（ボランティ
ア）』 

４－６ 
父母，祖父母に敬愛の念を深め，家
族の一員としての自覚をもって充
実した家庭生活を築く。 

「家族愛」 『家族への感謝』『家族への
尊敬』 

４－７ 
学級や学校の一員としての自覚を
もち，教師や学校の人々 に敬愛の念
を深め，協力してよりよい校風を樹
立する。 

「愛校心」 『学級』『学校』『先生』『校
風』 

４－８ 
地域社会の一員としての自覚をも
って郷土を愛し，社会に尽くした先
人や高齢者ら尊敬と感謝の念を深
め，郷土の発展に努める。 

「郷土愛」 『地域』『郷土の文化，伝統』 

４－９ 
日本人としての自覚をもって国を
愛し，国家の発展に努めるととも
に，優れた伝統の継承と新しい文化
の創造に貢献する。 

「愛国心」 『日本人』『日本の文化，伝
統』 

４ 

主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と 

４－１０ 
世界の中の日本人としての自覚を
もち，国際的視野に立って，世界の
平和と人類の幸福に貢献する。 

「国際理解」 『外国の文化』『世界の平
和』『人類の幸福』『国際的
視野』 
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真剣に考えるようになった生徒も多かった。「将来
はこんな仕事がしたい」という希望をもち，その
ために今自分がしなければならないことは何なの
かを前向きに考え始めている生徒もいた。 
⑥「思いやり・親切」 
初めての仕事に戸惑いながら取り組む自分た

ちに，職場の人たちが思いやりの気持ちをもち，
親切な態度で関わってくださることに「思いや
り・親切」という価値を実感していた。そして，
そういう相手を思いやる気持ちが，円滑な人間関
係を育む上で，非常に重要であることを学んでい
た。 
 これらの結果からみても，職場体験には多くの
道徳的価値が含まれていることは明らかである。
そして，この分析を通して職場体験と道徳の時間
を連動させる基軸となる道徳的価値を絞り込むこ
とができたのである。 
以上のことを踏まえ，今回の学習プログラムで

は五つのねらいを設定した。【勤労】【思いやり・
感謝】【礼儀】【努力】【希望・向上心】である。 
この中の【勤労】については，分析をした際の

キーワードは「勤労・奉仕」であったが，今回の
『生き方探究・チャレンジ体験』には，「奉仕」と
いう価値よりも「勤労」という価値の方が前面に
表れているため一つに絞り込んでいる。また，キ
ーワードの「思いやり・親切」「尊敬・感謝」につ
いては，感想文の分析をする中で，他者からの思
いやりのある態度に対して感謝の気持ちを抱くと

いう表裏一体の関係が強く表れていたため，この
二つのキーワードの「思いやり」と「感謝」に注
目し，【思いやり・感謝】として一つにまとめるこ
とにした。 
以上の五つの価値をねらいとする職場体験と

道徳の時間を結びつけた学習プログラムを次章で
展開することにする。 
 
（１）『中学校学習指導要領（平成 10 年 12 月）解説―道

徳編―』文部省 pp..２～３ 
（２）前掲 注１ p.３ 
（３）大津悦夫「楽しくわかる授業とは」『わかる授業づ

くりと到達度評価』地歴社 1984 p.17 
（４）拙稿「中学校における心に響く道徳の時間の展開」

『平成１３年度研究紀要 Vol.２』京都市立永松記
念教育センター 2002 p.４（図１－２） 

（５）前掲 注４ p.４ 
（６）滝沢武久『ピアジェ理論の展開』国土社 1992 

p.102 
（７）前掲 注６ p.104 
（８）前掲 注４ pp..４～５ 
（９）金井肇『道徳教育の基本原理』第一法規 1992  

pp..264～265 
（10）前掲 注４ pp..94～98 表２－３ 
（11）『中学校学習指導要領（平成 10 年 12 月）』p.98 
（12）前掲 注９ p.266 
（13）京都市教育委員会地域教育専門主事室『平成 13 年

度「生き方探究・チャレンジ体験」推進事業（まと
め）』2002 p.２ 

（14）前掲 注 13 資料 
（15）前掲 注 11 p.102 
（16）『中学校学習指導要領(平成 10 年 12 月)解説―特別

活動編―』p.74 
（17）西村日出男「学校における道徳教育の全体構想」『新

版道徳教育を学ぶ人のために』世界思想社 2001 
p.150 

（18）前掲 注４ pp..87～88 

視点 １ ２ ３ ４ 

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10    内容項目 

 

 

 

事業所（参加人数） 

節
度
・
自
立 

努
力 

忍
耐
・
意
志 

希
望
・
向
上
心 

判
断
・
勇
気 

自
主
・
自
律 

正
直
・
誠
実 

真
理
・
理
想 

思
慮
・
反
省 

個
性
伸
長 

礼
儀 

思
い
や
り
・
親
切 

尊
敬
・
感
謝 

友
情
・
信
頼 

異
性
理
解 

寛
容
・
謙
虚 

自
然
愛 

敬
虔
・
畏
敬 

生
命
尊
重 

強
さ
・
気
高
さ 

役
割
・
責
任 

権
利
・
義
務 

公
徳
心 

正
義
・
公
平
公
正 

勤
労
・
奉
仕 

家
族
愛 

愛
校
心 

郷
土
愛 

愛
国
心 

国
際
理
解 

病院・医院（29）    ６   １    １ ２     ２  ４      ９ １  １   

介護（12）           １ ５ ２   １     １    ４      

保育所(32) ２ ３  ３  １    ２ ２ ２ ６   ２         13      

幼稚園(13) ３   １       ２  ２        １    ５      

ボランティア（７）   １ １       １      １        ５      

食品製造・販売（26）  １  １   ４    ４ ５ ４        ２    10     ２ 

飲食店（22）  ３        １ ４ ２ ３   １     １    14      

機械製造・修理（24）  ５ ２ ２  ２    １ ４  ２   １     １    ７      

販売店（73）  ５ ２ １   １ １   15 ２ 20            38 ２     

美容・理容（11） １   ２      １ １ １ ３   １     １    ４      

接客業・サービス（43）  ５  ２        １ ７        １    15      

建築・土木（３）                               

公共施設(50)  １  ３      １ ４ １ ９    １  １      26      

伝統産業（３）   １                      １      

その他（６）                         １   ３   

合計(354) ６ 23 ６ 22  ３ ６ １  ６ 39 21 58   ６ ４  ５  ８    152 ３  ４  ２ 

 
 
 
 

表１－２ 平成 13 年度藤森中学校『生き方探究・チャレンジ体験』感想文分析結果 
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第２章 学習プログラムの開発と展開 

 
第１節 学習プログラムの開発に向けて 
 
（１）学習プログラムの開発における留意点 
 前章では職場体験と結びついた道徳の時間の学
習プログラムを開発するために，双方が連動する
基軸となる道徳的価値を明らかにした。 
 また，学習プログラムを開発するにあたっては，
道徳的実践力の育成に向けて双方を効果的に結び
つける工夫も重要である。そのために，すでに昨
年度の研究で証明したユニット（19）を活用した。 
ユニットとは，体験の前後に道徳の時間を設定

し，「事前道徳」「体験」「事後道徳」を一つのまと
まりと捉え，共通のねらいのもとで学習を進める
ものである。事前道徳，体験，事後道徳という流
れの中で，ねらいとしている価値は次第に深まり
をもち，道徳的実践力が育成され，さらには「人
間としての生き方」を探究する基盤となっていく
のである。 
このユニットを活用して道徳的実践力を育成

することの有効性については，昨年度の研究で次
の３点を明らかにしている。第一に，ユニットが
一つのねらいのもとに展開されるために，連続し
た思考による価値の自覚の深まりがあること。第
二に，生徒の体験を生かすことでより深く自己の
内面で対話をすることができること。第三に，体
験で個々の生徒が実感した価値を道徳の時間に学
級で共有することで，価値の補充・深化・統合が
図られ，単なる体験が意味ある経験として生徒の
内に蓄積されることの３点である。（20） 
 また，事前道徳・体験・事後道徳には，道徳的
実践力の育成に向けて，その流れの中でそれぞれ
が担っている役割がある。その役割について図２
－１をもとに説明したいと思う。 
 まず，事前道徳には，ねらいとする価値に気付
き，その価値を体験で実感することを促すという
役割がある。体験には多くの価値が含まれている
ため，それぞれの生徒は様々な価値をそこで実感
することになる。もちろん様々な価値を実感する
ことは大切なことである。しかし，ユニットとし
て一つのねらいに迫っていくためには，実感した
価値の中に，そのユニットがねらいとする価値が
含まれていることが大切なのである。そこで，事
前道徳では，ねらいとする価値を体験で実感する
ためにその価値に焦点を当て，自分の価値観を明
確にしておく展開が望まれるのである。そうする

ことで生徒は課題意識をもって体験に取り組むこ
とができるのである。 
次に，体験には，実際に価値に触れることを通

して価値を実感し，自分の価値に対する認識を再
考するという役割がある。事前道徳で認識した自
分の価値観と，実際に価値に触れたことによって
得た価値観を自分の中で対峙させることによっ
て，新たな葛藤が生まれるのである。そして，価
値の自覚が深まっていくと思われる。 
さらに，事後道徳には，それぞれの生徒が体験

を通して深めた価値の自覚を学級で共有すること
によって，補充・深化・統合し，価値を内面化す
るという役割がある。とくに，事後道徳における
体験の意義は非常に重要である。七條正典は，道
徳教育における体験の意義を「学習の主体化」「学
習の深化」「学習の意欲化」の３点にまとめている。
つまり，体験を取り入れることにより，生徒の心
や体に直接働きかけ内面をゆさぶる指導は，生徒
にとって指導される内容を我がこととつないで考
えることができやすくなり，主体的な学習を促す
ことになる。また，さまざまな体験の蓄積は，生
徒にとって道徳的な内容に関して考える際に，抽
象的な思考にとどまらず，問題の状況を具体的に

ねらいとする価値 

 
【事前道徳】 

価値の気付き

 
【体験】

価値の実感 

 
【事後道徳】 

価値の補充・深化・統合 

内面化 

日常生活への反映 

「人間としての生き方」の探究 

体験での価値の実
感を促す 

今までの価値観と
体験で実感した価
値観との葛藤 

価値の再考 

図２－１ ユニットにおける道徳的実践力育成の構造図 
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イメージしながら思考を深めることを助ける。さ
らに，道徳の時間に学ぶ道徳的内容にかかわる体
験をもつことによって課題意識をもって道徳の学
習に取り組むことができ，道徳の時間で学んだこ
とを体験の場で具体的に生かす機会があると，自
分の認識の度合いや，その問題点を確かめること
になる新たな課題の発見につながり，学習の意欲
化を促すというのである。（21） 
この三つの意義からみても道徳と体験が深く結
びついており，特に体験を事後道徳でどのように
生かすのかが大切であることが分かる。そのため
に，本プログラムでは体験と道徳の時間をユニッ
トとして結びつけることに加
え，事後道徳に体験を教材化し
たものを資料として活用するこ
とを提示した。先に述べたよう
に，事後道徳には体験で実感し
た価値を学級で補充・深化・統
合することによって，価値の自
覚をさらに深める働きがある。
そのため，生徒自らの体験を教
材として活用することは，道徳
の時間に体験で実感した価値を
想起し，自覚した価値を自分の
生活に結びつけて捉えることに
おいて有効であると考えたので
ある。 
本学習プログラムでは，体験

を教材化する方法として，体験
時の生徒の様子を撮影したビデ
オを再構成して資料としたり，
体験で関わってくださった事業
主へのインタビューを資料とし
たり，体験の生徒感想文を資料
としたりして活用している。そ
の他，考えられる方法としては，
体験の場面を使ったロールプレ
イ，体験時の写真を使ってのフ
ォトランゲージ，体験での葛藤
場面をつかったブレーンストー
ミングなどがあると思われる。 
 このようにして，事前道徳・
体験・事後道徳という流れの中
で内面化された価値は，体験と
結びつきが深いため，日常生活
へ反映しようとする意欲や態度
が培われると考えられる。また，
日常生活へと反映された価値

は，「人間としての生き方」を深めていくうえでの
基盤となるはずである。これが体験と道徳の時間
を結びつけたユニットにおける道徳的実践力育成
の構造である。 
 最後に，具体的な実践例を挙げてこのユニット
の流れをもう一度整理してみたいと思う。研究協
力校では，一学期に『生き方探究・チャレンジ体
験』の一環として職場を訪問し，事業主の方にお
話を伺うという取組をしている。この体験と結び
つけ，ユニット「礼儀」を実践した。その流れを
図２－２で説明したいと思う。 
 事前道徳の前に，生徒は，総合的な学習の時間

 
 
 
 

ねらいとする価値「礼儀」

【事前道徳】「挨拶できなきゃ留年」

【体験】「職場訪問」

【事後道徳】「礼儀」

挨拶することを評価するという
高校の新聞記事から，それに対
する自分の考えをネームプレー
トで表している様子 

《価値の気付き》 
挨拶をするのが当たり前
のような気がする。これか
ら，社会に出るとしたら挨
拶ができなきゃあかんと
思う。挨拶は，人と人との
関係の中で大切だと思う。

《価値の補充・深化・統合》
 

「礼儀とは」につ
いて自分の考え
を張り出してい
る様子

体験を教
材化した
資料を視
聴する生
徒の様子 

内面化 

日常生活への反映 

「人間としての生き方」の探究 

体験での価値の実感を促す

今までの価値観と体験で
実感した価値観との葛藤 

価値の再考 

《価値の実感》 
失礼なことを発言しない
ように。態度や身だしなみ
が悪いと相手に失礼やし。
「何，この子は」みたいな
こと思われたくないから。
はっきり言わないと，相手
が聞き取れない。

礼儀なんて，普段ではしないことを初対面の人と話すときにした。普段しないことを，急
にするのは難しい。最近，私が近所の人に「おはようございます」「こんにちは」などの
挨拶をしたとき，「礼儀正しい」と言われたことがある。正直，そういわれたとき，とて
もうれしかった。これからも礼儀正しく生きていこう…なんて思った。 

職場訪問で，緊張と不安の中，
事業主にインタビューする生徒
の様子 

礼儀とは， 
自分と相手の印象をよ

くするものである。 

図２－２ ユニット「礼儀」での道徳的実践力育成の様子（Ｍ子より）
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で，仕事調べをしている。そして，その調べた仕
事の中から，自分の興味がある仕事ごとにグルー
プを作り，自分たちで，職場訪問の交渉を行って
いる。その後，実際の職場訪問の前に事前道徳「挨
拶できなきゃ留年」の学習をした。まず，ある高
校が挨拶に対して，Ａ・Ｂ・Ｃで評価をするとい
う新聞記事についてどう思うかについて，自分の
内面と対話し，礼儀に対する自分の価値観を明確
にしていった。職場訪問に礼儀という価値に対す
る課題意識をもって臨むためである。 
 実際の職場訪問では，今まで自分が思っていた
礼儀に対する価値観が実感した価値観とぶつかり
合い，さらに価値の理解を深めることになった。 
 また，事後道徳「礼儀」では，体験を教材化し
たものを資料として活用した。自分たちが事業所
に行って挨拶している様子が撮影されたビデオを
視聴することで生徒は，自分たちの職場訪問の様
子を思い出し，そのときに実感した価値を認識し
ていったのである。そして，「礼儀とは」に続く文
を一人一人が言葉にし，全員が発表した。他の人
の意見を知ることで，生徒の内にある価値観が補
充・深化・統合されて，新たな価値に対す
る自覚が生まれ，価値の内面化が図られた
のである。 
 その後，内面化した価値は，生徒の日常
生活に反映される契機となり，人間として
の生き方を探究する上での指針となってい
くと考えられる。 
これらの特徴をもつユニットを基に，次

節で提示する学習プログラムを開発したの
である。 
 また，このようにして開発した学習プロ
グラムの有効性，妥当性を検証するために，
本研究では，「自己点検カード」で，生徒の
道徳的価値についての意識と実践力の高ま
りを検証することにした。以下，次項でそ
の内容について述べることにする。 
 
（２）自己点検カードについて 
 道徳的実践力が育成されたかを検証する
ことは，困難なことであるとよく言われて
いる。   
それは，道徳的価値の自覚は生徒の内面

のことであり，表面的には道徳的な行為で
あると見えても，果たしてその行為が道徳
的価値に裏打ちされた行為であるかは，第三者に
は判断できないためである。教科の学習のように，
その内容が理解できているかをテストなどで判断

することはもちろんできない。 
そこで，昨年度は生徒の授業中の発言内容や様

子，あるいは，ワークシートの記入内容や感想文
などから道徳的実践力が育成されたかを読み取る
ことを中心に行った。しかし，そこには読み取る
側の主観が入ることは否めなかった。この課題を
解決するために本研究では，昨年度の検証方法に
加え，生徒自身が自分の内面を振り返るという自
己点検カードを実施し，生徒の意識と実践力の変
容を分析することで，道徳的実践力の育成の様子
を検証することにした。 
 自己点検カードの設問項目は，前章で生徒の感
想文を道徳的価値の視点で分析することによって
明らかにした職場体験と関連の深い道徳的価値
（「勤労・奉仕」「思いやり・親切」「尊敬・感謝」
「礼儀」「努力」「希望・向上心」）に職場体験と深
く関係するだろうと推測した道徳的価値（「忍耐・
意志」「役割・責任」）を加えた合計８個の価値に
関するものである。そして，その価値が日常生活
で実践されている場面を想定し，設問内容を具体
化した。その設問構造が図２－３である。 

 図で示すように，10 個の設問は，視点１の「対・
自分」に関する設問が３問，視点２の「対・他の
人」に関する設問が３問，視点４の「対・集団，

１－２ 
より高い目標を目
指し，希望と勇気を
もって着実にやり
抜く強い意志をも
つ。 

キーワード
『努力』

キーワード 
『忍耐・意志』

キーワード 
『希望・向上心』

【設問１】やらなければならないこ
とは，努力してやりとげる。

【設問２】物事に対しては，あきら
めないでねばり強く取り組む。 

【設問３】自分が立てた目標に向か
って，前向きに取り組む。 

２－１ 
礼儀の意義を理解
し，時と場に応じた
適切な言動をとる。

キーワード
『礼儀』

【設問４】時と場所と相手に応じた
言葉づかいや態度をとる。 

２－２ 
温かい人間愛の精
神を深め，他の人々
に対し感謝と思い
やりの心をもつ。 

キーワード
『思いやり・親切』

キーワード
『尊敬・感謝』 

【設問５】困っている人がいたら，
進んで手助けする。 

【設問６】お世話になった人に感謝
する。 

【設問９】誰が見ていなくても，家
の手伝いやクラスの仕事をする。

【設問８】集団のメンバーと協力し
て，責任をもって物事に取り組
む。 

【設問７】集団のルールを守り，自
分に与えられた役割をしっかり
とはたす。 キーワード 

『役割・責任』 

キーワード
『勤労・奉仕』 

４－１ 
自己が属する様々
な集団の意義につ
いての理解を深め，
役割と責任を自覚
し集団生活の向上
に努める。 

４－５ 
勤労の尊さや意義
を理解し，奉仕の精
神をもって，公共の
福祉と社会の発展
に努める。 

【設問 10】人の役に立つために，進
んで仕事をする。

図２－３ 自己点検カード・設問項目の構造 
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社会」に関する設問が４問ある。分析はそれぞれ
の設問ごとにするのに加え，視点ごとの分析も合
わせてすることにした。自分という存在を人との
関わりの中でどのように捉えているのかを探るこ
とは，「人間としての生き方」を探究することと深
く関わっていると考えたからである。 
 実際の点検カードでは，図２－４に示すように，
その 10 個の設問について【意識】と【実践力】の
面からそれぞれ自己点検するようになっている。 
 【意識】を問うＡでは，学校生活や家庭生活を
するうえで『どのくらい大切だと思っていますか』
という問に対し「とてもそう思う」「まあまあそう
思う」「あんまりそう思わない」「まったくそう思
わない」の四件法の形式をとっている。 
 また【実践力】を問うＢでも，学校生活や家庭
生活をするうえで『どのくらい実行していますか』
という問に対して「よく実行している」「ときどき
実行している」「あんまり実行していない」「まっ
たく実行していない」の四件法の形式となってい
る。 
 この自己点検カードを研究協力校である藤森中
学校の第二学年の生徒 338 名に実施し，学習プロ
グラム実施前の５月 27 日と，学習プログラム実施
後の 11 月 15 日の結果を分析し考察することにし

た。なお，自己点検カードの分析と考察の結果に
ついては，第４章で明らかにする。 
 
第２節 学習プログラムの展開 
 
（１）ユニットの構成とそのねらい 
 本研究で開発したユニットは五つである。この
五つのユニットは，第 1章で明らかにした職場体
験と道徳の時間を連動させる基軸となる五つの道
徳的価値をそれぞれのねらいとしたものである。 
 五つのユニットのねらいは，【勤労】【思いやり・
感謝】【礼儀】【努力】【希望・向上心】である。こ
こでは，それぞれのユニットについて，その構成
とねらいを明らかにしていきたいと思う。また，
表２－１～表２－５は，それぞれのユニットのね
らいと，ユニットを通して道徳的実践力が育成さ
れていくときに予想される生徒の心の変化を表し
ている。 
①ユニット「勤労」 
 「勤労」という価値は，職場体験において生徒
が一番多く気付く価値である。働くことが社会生
活において欠かすことのできない大切なことであ
ることは，頭では理解していても，実際に「勤労」
という場面に遭遇することのなかった生徒にその

Ａ 
 

 

 

今から 10の項目について２種類（Ａ・Ｂ）の質問をします。今の自分を見つめ，ありのままに答えて 

ください。 

２年  組  番 氏名                 

  
 
 
 
 

 
 
 

あなたが，それぞれの項目を学校生活や家庭生活をするうえで，どのくらい大切だと

思っているかについて聞きます。【とてもそう思う】【まあまあそう思う】【あんまりそ

う思わない】【まったくそう思わない】の４つの中から１つを選んで，○をつけてくだ

さい。 

 

あなたが，それぞれの項目を学校生活や家庭生活で，どのくらい実行しているかにつ

いて聞きます。【よく実行している】【ときどき実行している】【あんまり実行してい

ない】【まったく実行していない】の４つの中から１つを選んで，○をつけてくださ

い。 

Ｂ Ａ 

 項    目 とてもそう
思う 

まあまあそ
う思う 

あんまりそ
う思わない 

まったくそ
う思わない 

１ 
やらなければならないことは，努力し

てやりとげる。 
    

２ 
物事に対しては，あきらめないでねば

り強く取り組む。 
    

３ 
自分が立てた目標に向かって，前向き

に取り組む。 
    

４ 
時と場所と相手に応じた言葉づかいや

態度をとる。 
    

５ 
困っている人がいたら，進んで手助け

する。 
    

６ 
お世話になった人に，感謝の気持ちを

もつ。 
    

７ 
集団のルールを守り，自分に与えられ

た役割をしっかりとはたす。 
    

８ 
集団のメンバーと協力して，責任をも

って物事に取り組む。 
    

９ 
誰が見ていなくても，家の手伝いやク

ラスの仕事をする。 
    

10 
人の役に立つために，進んで仕事をす

る。 
    

  

  
項    目 

よく実行し
ている 

ときどき実
行している 

あんまり実
行していな
い 

まったく実
行していな
い 

１ 
やらなければならないことは，努力し

てやりとげる。 
    

２ 
物事に対しては，あきらめないでねば

り強く取り組む。 
    

３ 
自分が立てた目標に向かって，前向き

に取り組む。 
    

４ 
時と場所と相手に応じた言葉づかいや

態度をとる。 
    

５ 
困っている人がいたら，進んで手助け

する。 
    

６ 
お世話になった人に，感謝の気持ちを

もつ。 
    

７ 
集団のルールを守り，自分に与えられ

た役割をしっかりとはたす。 
    

８ 
集団のメンバーと協力して，責任をも

って物事に取り組む。 
    

９ 
誰が見ていなくても，家の手伝いやク

ラスの仕事をする。 
    

10 
人の役に立つために，進んで仕事をす

る。 
    

図２－４ 自己点検カード 
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実感はない。職場で実際に働く大人を見て，そし
て一緒に働くことを通して，それまでもっていた
「勤労」という価値に対する自分たちの認識の甘
さを知ったり，働く大人の何気ない行動にも「勤
労」に対する厳しさがこめられていることに気付
いたりするのである。たった三日間ではあるが，
貴重な体験である。この体験から得た「勤労」に
対する価値観を自分の中で振り返り，他の人の「勤
労」に対する価値観と照らし合わせることで新た
な発見をし，価値の自覚を深めていくのである。
本研究でのユニット「勤労」は，そんな「勤労」
に対する自分の価値観をランキングという手法を
用い，明確にしていく展開となっている。 
 「何のために仕事をするのか」という価値観は
人によって様々であり，しかも決まった価値観も
存在しない。しかし，ただお金のためだけに大人
は働いているのか，なぜあんなに厳しい仕事を毎
日やっていけるのかを体験を通して垣間見るだけ
でも，生徒の価値観は深まっていくはずである。
その深まりを自分で見つめ「勤労」という価値を
深め，内面化させることがこのユニットでのねら
いである。 
表２－１ ユニット「勤労」のねらい 

ユニット「勤労」のねらい 
働くことの意義を考えたり，他の人の考えを知ったりする
ことを通して「勤労」という価値を深く自覚し，内面化し
た価値を日常生活に反映させようとする意欲や態度を育
成する。 
 生徒の心の変化 

事
前
道
徳 

【道徳『仕事を選ぶとき』】 
一人一人がもっている価値観が異なることを理解
し，自分がもっている「勤労」に対する価値観を認
識する。 

 事前道徳での自己の内との対話によって，自分の
「勤労」に対する価値観を知り，職場体験でその価
値観を確かめてこようとする意欲がわく。 

体
験 

【職場体験】 
体験を通して「勤労」という価値を実感することで，
自己の内面との新たな対話が生じる。 

 事前道徳で認識した自分の価値観と，体験を通して
実感した価値観との葛藤が生じる。 

事
後
道
徳 

【道徳『仕事をするってどういうこと』】 
葛藤を通して気付いた価値と他の人の価値に対す
る考えとの照らし合わせによって，仕事をすること
が生きがいや自己実現につながることを理解する。 

 将来に向けて，生きがいや自己実現のために自己の
人生を切り拓いていこうとする意欲をもち，自分の
生活に生かしていこうとする。 

 
②「思いやり・感謝」 
 生徒にとって「思いやり・感謝」という価値は，
職場体験に限らず，日々の生活の中でも実感でき

るものである。しかし，初めての場所，見知らぬ
大人という環境の中だからこそ，生徒はそこでの
思いやりのある言葉かけや態度に深く感動し，そ
の行為に対して今まで感じたことのない感謝の気
持ちを抱くのである。実際に緊張と不安の中で職
場を訪れた生徒は，職場の人の励ましの一言に緊
張がほぐれ，それに対して感謝の念を抱くのであ
る。この体験を通し，「思いやり・感謝」という価
値を，職場という新たな視点から深めることがね
らいである。 
表２－２ ユニット「思いやり・感謝」のねらい 

ユニット「思いやり・感謝」のねらい 
人からの思いやりのある行為をしっかりと受け止め，それに
対して深い感謝の気持ちを抱くことの大切さを理解し，これ
からの生活に生かしていこうとする意欲や態度を育成する。 
 生徒の心の変化 

事
前
道
徳 

【道徳『とべないホタル』】 
本当の優しさとは，自分の主観的な判断で行う行為
ではなく，相手の立場に立ってどうすることが一番
よいことなのかを考えて行う行為であることに気
付く。 

 事前道徳で本当の優しさについて考えを深めた生
徒は，職場体験での思いやりのある行為にしっかり
と気付くことができ，深い感謝の気持ちを抱こうと
する。 

体
験 

【職場体験】 
職場という緊張と不安の入り混じった環境の中で，
相手からの思いやりのある行為を受け，「思いやり」
「感謝」という価値を実感する。 

 今までの生活で自分が思いやりだと思っていた行
為と，自分が職場体験で受けた行為とを照らし合わ
せることで，価値を深める。 

事
後
道
徳 

【道徳『礼状を書こう』】 
職場体験で周りの人たちから受けた思いやりのあ
る言葉かけや態度を思い出し，それに対して深い感
謝の気持ちを抱き，その気持ちを相手に伝えるため
に心をこめて，「礼状」を書こうとする意欲をもつ。 

 職場という今までに経験のなかった環境で，「思い
やり・感謝」という価値を深め，自己の内に内面化
させたことを日常生活に生かしていこうとする。 

 
③「礼儀」 
 「礼儀」という価値は，学校生活のみならず家
庭生活においても幼少の頃から重視されてきた価
値である。しかし，「礼儀」の中の「挨拶」につい
て考えてみると，小学校の低学年ころまでは，何
の抵抗もなく挨拶できていた子どもたちも，中学
生という自我が芽生える時期に入ると，相手への
気恥ずかしさからか，なかなか今までのように挨
拶できなくなる傾向にある。頭では，「礼儀」の大
切さは理解できている。しかも，心のこもった「礼
儀」が一番大切なことも充分知っている。しかし，
行為として表すことに抵抗があるのである。しか
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し，職場体験では，身をもって「礼儀」の大切さ
を知ることとなる。とりわけ，接客業を体験した
生徒は，「礼儀」の中でも「挨拶」の重要性を肌で
感じ取ってくる。そこで，このユニットでは，今
まで知識として理解していた「礼儀」という価値
を実感することで，より深め，自分なりの礼儀の
意義を自覚していくことがねらいである。 
表２－３ ユニット「礼儀」のねらい 

ユニット「礼儀」のねらい 
体験を通して，礼儀が社会生活を営んでいく上で，必要不
可欠なものであることを実感すると同時に，礼儀の意義を
理解し，これからの生活に生かしていこうとする意欲や態
度を育成する。 
 生徒の心の変化 

事
前
道
徳 

【道徳『挨拶できなきゃ留年』】 
形式だけの挨拶ではなく，相手に対する敬愛の気持
ちの表れた心のこもった挨拶が大切であることを
理解する。 

 職場体験で，相手の人に対して自分の誠意を表すた
めに，しっかりと挨拶をしようとする気持ちをも
つ。 

体
験 

【職場体験】 
初対面の人に挨拶をするという場面を体験し，価値
を実感する。 

 初対面の相手に心のこもった挨拶をしようとする
気持ちと，実際の体験ではなかなか思うような挨拶
ができないことに葛藤が生じる。 

事
後

道
徳 

【道徳『礼儀』】 
円滑な人間関係を確立するためには，礼儀は欠くこ
とのできないものであることを理解する。 

 時と場所と相手に応じた礼儀を日常生活で実践し
ようとする。 

 
④「努力」 
 努力することや，その姿を人に見られることを
恥ずかしいと感じる生徒が多い中，職場での体験
は貴重である。職場では，「努力」を惜しむことは
許されない。しかも，初めての仕事である。努力
を出し惜しみするような余裕はないであろう。そ
んな環境の中で，自分の精一杯の力を出し切った
生徒は，そこで充実感や達成感といったものを感
じ，努力することの喜びを見いだす。このような
体験を生かし，努力することの大切さや素晴らし
さ，そしてその後の充実感や達成感までも含めた
価値の自覚を深めることがこのユニットでのねら
いである。 
表２－４ ユニット「努力」のねらい 

ユニット「努力」のねらい 
職場体験で，精一杯の努力をすることを通して得られた充 
実感や達成感を実感し，これからの自分の生活に生かして 
いこうとする意欲や態度を育成する。 

 生徒の心の変化 

事
前
道
徳 

【道徳『イチロー選手に学ぶ』】 
一つのことを続けるためには，それをやり抜こうと
する強い意志が必要であることを理解し，自分の目
標に向かって努力をしようとする。 

 職場体験で，自分に与えられた仕事を努力して最後
までやり抜こうとする気持ちをもつ。 

体
験 

【職場体験】 
職場での仕事を通し，努力することの大切さや，充
実感や達成感を実感する。 

 今までの自分の「努力」に対する考え方と職場で実
感した「努力」との間に葛藤が生じる。 

事
後

道
徳 

【道徳『努力』】 
努力してやり抜くことで，充実感や達成感といった
喜びが得られることを理解する。 

 努力することの大切さやその結果得られる充実感
や達成感を知り，これらの価値を自分の生活に生か
していこうとする。 

 
⑤「希望・向上心」 
 職場体験を通じて，生徒は短期間ではあるが，
社会に触れる。自分の興味・関心のある職場で体
験ができた生徒は自分の将来に対して希望を抱
き，目標をもつことができる場合もある。将来に
対する漠然としたイメージが実際の職場を体験す
ることで，現実味を帯びてくるのである。そして，
現実味を帯びた将来に向かって，自分自身を高め
ていこうとする向上心が芽生えるのである。そん
な将来に対する夢や希望に前向きに取り組むこと
の大切さを理解することが，このユニットのねら
いである。 
表２－５ ユニット「希望・向上心」のねらい 

ユニット「希望・向上心」のねらい 
職場体験で漠然としていた将来に対する思いが現実味を
帯びることを通して，目標に向かって夢や希望をもって自
分自身を向上させようとする意欲や態度を育成する。 
 生徒の心の変化 

事
前
道
徳 

【道徳『義足のスプリンター』】 
どのような状況においても，夢や希望を失わず，前
向きに生きることの大切さを理解し，常に自分の可
能性を信じて，やればできるという気持ちをもって
行動する意欲をもつ。 

 夢や希望を失わず生きることの大切さを知り，職場
体験に前向きに取り組もうとする。 

体
験 

【職場体験】 
職場で夢や希望をもって働く大人の姿を通して価
値を実感する。 

 働く大人の姿と自分の将来に対する姿勢を照らし
合わせることで，価値を深める。 

事
後
道

徳 

【道徳『将来の夢』】 
将来の夢に向かって，今の自分をしっかりと見つ
め，自分のよいところを伸ばす努力をしようとす
る。 

 自分の将来に対する夢や希望を持ち，それに向かっ
て自分自身を向上させようとする。 
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（２）五つのユニットの学習プログラム 
 前項で述べた五つのユニットでは，それぞれ事
前と事後の２時間ずつの道徳の時間を展開してい
る。表２－６は，五つのユニットのすべての道徳
の時間，計 10 時間分の学習プログラムである。 
 もちろん，この五つのユニットの学習プログラ
ムすべてを，同時に実施するというものではない。
それぞれの中学校の教育目標や指導者の思い，生
徒の実態を考慮して，五つのユニットの中から選
択して実践するものと考えて開発した。 
 たとえば，図２－５に示すように研究協力校に
おいては，この五つのユニットの中から，一学期
に実施された職場訪問と結びつけて，ユニット「礼
儀」を，また二学期の『生き方探究・チャレンジ
体験』と結びつけて，「勤労」と「思いやり・感謝」
の二つのユニットを実践した。 
 このように，職場体験と関連のある取組とこれ
らのユニットを結びつけて実践することも可能で
あるし，また，事前道徳と事後道徳を切り離して，
他の体験と結びつけることもできるのではないか
と考えている。 
ただし，この場合は，事後道徳が職場体験を教

材化した資料を活用した展開となっているため，
資料を作り直したり，展開を再考したりする必要
があると考えている。 
 

表２―６ 職場体験と結びついた道徳の時間の学習プログラム（５ユニット・計 10 時間分） 
 ユニットの 

ねらい 道徳の時間のねらい 資料 学習の展開 評価 

【事前道徳「仕事を選ぶと
き」】 
世の中には，様々な価値があ
り，一人一人もっている価値
観が異なることを理解し，こ
れから実施される「職場体
験」において，働くことの意
義を考える素地を培う。 

◆ランキング
用紙 

①タウンページを通して社
会には，多くの仕事があるこ
とを知る。 
②「仕事を選ぶとき」という
ランキングをする。 
③ブレーンストーミングで
班のランキングを作成する。 
④班のランキングを学級で
発表する。 
⑤職場体験で働くことの意
義を考えてこようとする意
欲をもつ。 

●世の中には，様々な価
値があり，一人一人もっ
ている価値観が異なるこ
とを理解できたか。 
●これから実施される
「職場体験」において，
働くことの意義を考えて
こようとする意欲が培わ
れたか。 ユ

ニ
ッ
ト
「
勤
労
」 

働くことの意義
を考えたり，他の
人の考えを知っ
たりすることを
通して「勤労」と
いう価値を深く
自覚し，内面化し
た価値を日常生
活に反映させよ
うとする意欲や
態度を育成する。 

【事後道徳「仕事をするって
どういうこと」】 
仕事をすることが，生きがい
や自己実現につながること
を理解し，将来に向けて，自
己の人生を切り拓いていこ
うとする意欲を培う。 

◆事前道徳の
ランキング結
果 
◆事業所の方
へのインタビ
ュービデオ 
◆ランキング
用紙 

①事前道徳のランキング結
果を知って，その時の自分の
考えを想起する。 
②事業所の方へのインタビ
ュービデオを視聴し，仕事を
することの意義を考える。 
③事前道徳のランキングを
再度やり直す。 
④仕事をすることの意義に
ついて感想を書く。 

●仕事をすることが，生
きがいや自己実現につな
がることを理解できた
か。 
●将来に向けて，自己の
人生を切り拓いていこう
とする意欲が培われた
か。 

 

人からの思いや
りのある行為を
しっかりと受け
止め，それに対し
て深い感謝の気
持ちを抱くこと 

【事前道徳「とべないホタ
ル」】 
本当の「やさしさ」とは，ど
うすることが相手にとって
一番よいのかを思いやる行
為であることを理解すると 

◆『とべないホ
タル』ハート出
版・小沢昭巳・
1988/12 
◆『とべないほ
たる』ハート出 

①本時の流れを聞く。 
②資料を六場面に分け，話の
次の展開を予想しながら，読
み進める。（絵本の場面絵を
黒板掲示する） 
③本時の感想を書く。 

●本当の「やさしさ」と
は，相手にとって，どう
することが一番よいのか
を思いやる行為であるこ
とを理解できたか。 
●人からの「やさしさ」 

【職場訪問】 
「フィールドワーク」 

【事前道徳】 
「挨拶できなきゃ留年」

5/31（金）

6/7（金）

6/12（金）

【事後道徳】 
「礼儀」 

ユニット『礼儀』 

【職場体験】 
「生き方探究・チャレンジ体験」

【事前道徳】
「とべないホタル」 

【事前道徳】
「仕事を選ぶとき」

【事後道徳】 
「礼状を書こう」 

【事後道徳】「仕事をす
るってどういうこと」 

11/15（金）11/8（金）

10/25（金）10/17（木）

10/29（火）～10/31（木）

ユニット『思いやり・感謝』 ユニット『勤労』

《
１
学
期
》 

《
２
学
期
》

《
２
学
期
》

図２－５ 研究協力校におけるユニット実施時期 



 中学校道徳 15

同時に，人からの「やさしさ」 
に対して，感謝の気持ちをも
ち，それを相手に伝えようと 
する態度を培う。 

版・小沢昭巳 
作・吉田むねふ
み画・1997/5 

 に対して，感謝の気持ち 
をもち，それを相手に伝
えようとする態度が培わ 
れたか。 

ユ
ニ
ッ
ト
「
思
い
や
り
・
感
謝
」 

の大切さを理解
し，これからの生
活に生かしてい
こうとする意欲
や態度を育成す
る。 

【事後道徳「礼状を書こう」】 
職場体験を通じ，人の「やさ
しさ」に触れたことに感謝の
気持ちをもち，その気持ちを
相手に伝えることの大切さ
を理解し，礼状を心をこめて
書こうとする意欲を培う。 

◆職場体験時
のビデオ 
◆職場体験後
の感想文 

①職場体験の初日と三日目
のビデオを視聴する。 
②初日と三日目の違いを考
える。 
③事業所の方たちのどんな
言葉かけや態度によって，緊
張がほぐれていったのかを
思い出す。 
④事業所の方たちの言葉か
けや態度をどのように感じ
たか思い出す。 
⑤職場体験後の感想文を読
む。 
⑥事業所に心をこめた礼状
を書こうとする気持ちをも
つ。 

●職場体験で，人の「思
いやり」に触れたことに
対して，感謝の気持ちが
もてたか。 
●感謝の気持ちを相手に
伝えることの大切さを理
解し,心をこめて礼状を
書こうとする意欲が培わ
れたか。 

【事前道徳「挨拶しなきゃ留
年」】 
相手を一個の人格として認
め，敬愛する気持ちをもっ
て，心のこもった挨拶をしよ
うとする態度を育てる。 

◆『挨拶できな
きゃ留年』毎日
新聞 2001/5/2
付・一部改訂 

①挨拶の返事がなかった経
験を思い出し，そのときの気
持ちを振り返る。 
②資料を読む。 
③資料の挨拶の態度を評価
することに対して「賛成」か
「反対」かという自分の意志
をネームプレートで示す。 
④自分の意見の理由を考え
る。 
⑤「賛成」と「反対」の班に
分かれ，話し合う。 
⑥班の代表が班の意見を発
表する。 
⑦挨拶は何のためにするの
か，どんな挨拶がいいのかを
考える。 
⑧本時の感想を書く。 

●挨拶に人と人を結びつ
ける力があることに気づ
いたか。 
●挨拶をするときに，相
手を一個の人格として認
め，敬愛する気持ちが大
切であることを理解でき
たか。 
●心のこもった挨拶をし
ようとする態度が培われ
たか。 

ユ
ニ
ッ
ト
「
礼
儀
」 

体験を通して，礼
儀が社会生活を
営んでいく上で，
必要不可欠なも
のであることを
実感すると同時
に，礼儀の意義を
理解し，これから
の生活に生かし
ていこうとする
意欲や態度を育
成する。 

【事後道徳「礼儀」】 
円滑な人間関係を確立する
ためには，礼儀は欠くことの
できないものであることを
理解し，時と場所と相手に応
じた，形と心をそなえた適切
な言動をとろうとする態度
を育てる。 

◆職場体験時
のビデオ 

①職場体験の時のビデオを
視聴する。 
②事業所の方に接するとき
に，何に気をつけたか，なぜ
気をつけたかを思い出す。 
③挨拶以外の他の礼儀を考
える。 
④「礼儀とは…である」とい
う文章を考える。 
⑤一人一人が「礼儀とは…で
ある」を発表する。 
⑥本時の感想を書く。 

●円滑な人間関係を確立
するためには，礼儀は欠
くことのできないもので
あることを理解できた
か。 
●時と場所と相手に応じ
た，形と心をそなえた適
切な言動をとろうとする
態度が培われたか。 

ユ
ニ
ッ
ト
「
努
力
」 

職場体験で，精一
杯の努力をする
ことを通して得
られた充実感や
達成感を実感し，
これからの自分
の生活に生かし
ていこうとする
意欲や態度を育
成する。 

【事前道徳「イチロー選手に
学ぶ」】 
一つのことを続けるために
は，それをやり抜こうという
強い意志が必要であること
を理解し，自分の目標に向か
って，やり抜こうとする意欲
や態度を培う。 

◆イチロー選
手の普段着の
写真 
◆川上哲治・張
本勲選手のプ
レー中の写真 

①川上選手の「ボールが止ま
って見える」という言葉から
連想する。 
②張本選手の「ボールの縫い
目が見える」という言葉の意
味を考える。 
③イチロー選手の「他の選手
が速いなと驚いているとき
でも，僕の目には遅く見える
のです」という言葉の説明を
聞く。 
④イチロー選手の写真から
帽子とサングラスの意味を 
考える。 
⑤イチロー選手が試合中に気
をつけていることを考える。 
⑥一流選手とは，どういう人
なのか考える。 
⑦本時の感想を書く。 

●一つのことを続けるた
めには，それをやり抜こ
うとする強い意志が必要
であることが理解できた
か。 
●自分の目標に向かっ
て，一つのことをやり続
けようとする意欲や態度
が培われたか。 
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 【事後道徳「努力」】 
自分に与えられた仕事をや
り抜くためには，強い意志が 
必要であることを理解し，努
力してやり抜くことで，充実
感や達成感を得ようとする
意欲や態度を培う。 

◆職場体験の
ビデオ 

①職場体験のビデオを視聴
し，辛かったことややめたい
と思ったことを思い出す。 
②自分の中の「続けよう」と
する自分と「手を抜こう」と
する自分をロールプレイす
る。 
③ロールプレイの感想を書
く。 

●自分に与えられた仕事
をやり抜くためには，強
い意志が必要であること
が理解できたか。 
●努力してやり通すこと
で，充実感や達成感を得
ようとする意欲や態度が
培われたか。 

【事前道徳「義足のスプリン
ター」】 
どのような状況においても，
夢や希望を失わず，前向きに
生きることの大切さを理解
し，常に自分の可能性を信じ
て，やればできるという気持
ちをもって，行動しようとす
る意欲を培う。 

◆モーリス・グ
リーン（100 メ
ートル走世界
記録保持者）の
写真 
◆平成 12 年度
の小・中学生
50 メートル走
の全国平均値 
◆荒木孝司さ
んの写真とメ
ッセージ（『今
を生きる人々
に学ぶ』明治図
書・大江浩光･
1999/4） 

①平成 12 年度の小・中学生
50 メートル走の全国平均値
やモーリス・グリーンの写真
から，「走る」ことに興味・
関心をもつ。 
②荒木孝司さんの写真から，
その人を知る。 
③怪我をした荒木さんが病
院へ運ばれたときに，医者に
言った言葉から，荒木さんの
決断を知る。 
④荒木さんの義足について
考える。 
⑤荒木さんの努力を知る。 
⑥荒木さんの希望をもって
向上していこうとする姿勢
から学ぶ。 
⑦荒木さんからのメッセー
ジを読む。 
⑧本時の感想を書く。 

●どのような状況におい
ても，夢や希望を失わず，
前向きに生きることの大
切さが理解できたか。 
●常に自分の可能性を信
じて，やればできるとい
う気持ちをもって行動す
る意欲が培われたか。 

ユ
ニ
ッ
ト
「
希
望
・
向
上
心
」 

職場体験で漠然
としていた将来
に対する思いが
現実味を帯びる
ことを通して，目
標に向かって夢
や希望をもって
自分自身を向上
させようとする
意欲や態度を育
成する。 

【事後道徳「将来の夢」】 
将来の夢をもち，それに向か
って努力しようとすること
の大切さを理解すると同時
に，今の自分をしっかりと見
つめ，自分のよいところを伸
ばそうとする態度を培う。 

◆職場体験後
の感想文 
◆将来の夢に
ついての事前
アンケート 
◆『自分発見』
シート 

①将来の夢の事前アンケー
トの結果を見る。 
②職場体験後の感想文を読
み，今の自分を見つめること
が自分を成長させることに
つながり，将来の夢の実現に
向けての第一歩であること
を知る。 
③『自分発見』シートを作成
する。 
④班で『自分発見』シートの
発表をする。 
⑤本時の感想を書く。 

●将来の夢をもち，それ
に向かって努力しようと
することの大切さを理解
することができたか。 
●今の自分をしっかりと
見つめ，自分のよいとこ
ろを伸ばそうとする意欲
や態度が培われたか。 

 
（19）前掲 注４ pp..13～15 
（20）前掲 注４ p.32 
（21）七條正典「道徳教育指導のポイント」『中学教育２

月号増刊’99 道徳教育の新機軸』小学館 1999 
pp..161～162 

学習プログラム作成参考書籍 
・小沢昭巳『とべないホタル』ハート出版 1988  
・小沢昭巳（作）吉田むねふみ（画）『とべないほたる』
ハート出版 1997 

・大鐘雅勝「とべないホタル」『子どもが本気になる道徳
授業 12 選』明治図書 1991 pp..112～129 

・「挨拶できなきゃ留年」毎日新聞 2001/5/2 
・甲本卓司「オリックスブレーブス「イチロー」選手に学
ぶ一流の生き方」『ヒーローから生き方を学ぶ道徳授業』
明治図書 2000 pp..24～31 

・大江浩光『今を生きる人々に学ぶ』明治図書 1999 
pp..86～101 

・『わたし・出会い・発見』大阪府同和教育研究協議会 1996 
pp..58～59 

・『わたし・出会い・発見 Part２』大阪府同和教育研究協
議会 1998 p.204 

第３章 道徳の時間の実際 

 
第１節 ユニット「勤労」 
 
（１）授業の実際 
 ここでは，職場体験と結びついた五つのユニッ
トの中から，研究協力校で実践したユニット「勤
労」の事前道徳と事後道徳の展開について述べて
いきたい。 
①事前道徳「仕事を選ぶとき」 
この道徳の時間では，仕事をすることの意義を

どのように捉えているのかということを自分自身
に問いかけて，価値観を明確にすることを主なね
らいとした。 
 そのために，ランキング用紙（図３－１）を用
い，将来仕事を選ぶときに重視する項目を考える
という学習をした。 
まず授業の導入として，生徒にタウンページに
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どのくらいの種類の職業が載っているかを予想さ
せることから始めた。自分の将来の仕事について
漠然としたイメージしかもっていない生徒に，現
実味をもたせるためである。 
 そして，予想を超える多くの職業の中から仕事
を選ぶことの大変さを感じた生徒に，ランキング
用紙を配布し，どんな基準で仕事を選ぼうとする
のか考えさせた。 

仕事を選ぶときの基準となる項目として，「やり
がいのある仕事」「みんなが仲良く働ける仕事」「自
分の趣味や特技が生かせる仕事」「休みが多い仕
事」「高い給料がもらえる仕事」「時間や場所にし
ばられない自由な仕事」「仕事の内容が楽な仕事」
「規模が大きい会社での仕事」「世の中や人々の役
に立つ仕事」の九つの選択肢を設けた。 
 この九つの選択肢を，仕事を選ぶときに重視す
る順番に並べ替えるという作業を通して，自分の
内面にある勤労に対する価値観を見つめ，明らか
にしていった。その後，第一位と第五位に選んだ
項目のそれぞれの理由をランキング用紙に書くこ
とで，感性で受け止めた価値観を言葉を媒介とし
て知的に整理した。 
 次に，それぞれの生徒のランキング用紙を班で
もちより，ブレーンストーミングにより班のラン
キングを完成させた。ブレーンストーミングを行

うことで，生徒は，自分の価値観を他者に伝える
ために論理的な思考をし，さらに，他者の価値観
を知ることで自分の価値観との間に葛藤が生じ，
価値が深まることを期待したのである。また，一
つにまとめられた班のランキングは，学級で発表
することによって全体で共有した。 
 そして，価値観は人によって異なることを確認
した後，最後に指導者から，これから実施される
職場体験で働くことの意義を考えてくるように助
言して授業のまとめとした。 
②職場体験 
 研究協力校における職場体験は，「体験学習を通
して子どもたちに社会を見つめ，自らの生き方を
考えさせたい」「地域・家庭・学校の輪を広げたい」
という趣旨で，事前道徳の四日後の 10 月 29 日か
ら 10 月 31 日の期間に実施された。協力してくだ
さった事業所は 105 ヶ所にのぼった。323 人の生
徒は，１人から 13 人のグループに分かれ，できる
だけ生徒の希望に沿う事業所で，基本的に三日間
の体験をした。事業所での体験の内容は，そこで
日々行われている仕事を職場の人と一緒に行うと
いうものであった。  
そのため，実際の仕事を肌で感じ，仕事の厳し

さや楽しさを実感することができると同時に，働
く大人たちの仕事に取り組む前向きな姿勢を目に
することができた。そこでは，大人たちは仕事に
対して喜びや楽しみ，誇りを感じながら働いてい
たのである。その様子に，事前道徳で確認した自
分の価値観をもう一度振り返ろうとする意欲がわ
いてきていた。 
③事後道徳「仕事をするってどういうこと」 
 事前道徳を通して，「勤労」という価値に対する
自分の考えを認識した生徒は，職場体験に臨み，
新たな価値観に気付きながら価値を深めていった
のである。 
 そして，それぞれの生徒が体験から得た価値を
事後道徳によって学級で共有し，補充・深化・統
合することでさらに知的理解を図り，内面化を促
したのである。 
まず，事後道徳の導入として，事前道徳でのラ

ンキングの結果を紹介した。他の人たちが「勤労」
という価値をどのように捉えていたのかを知り，
その時の自分の考えを想起させるためである。 
次にビデオを視聴した。ビデオは，職場体験で

お世話になった事業主のインタビューを再構成
し，教材化したものである。自動車販売店・ホテ
ル・菓子製造販売店・動物病院・スポーツ用品販
売店の五つの事業所の方に「仕事をしていて，喜

『仕事を選ぶとき…』（  月  日）  
               （   ）組（   ）番（               ） 

▽将来仕事を選ぶとき，あなたが重視する項目を選んではってみよう。（番号は重視する順番です）

１  

２  ２  

３ ３ ３ 

４  ４  

５  

１を選んだ理由を書こう

５を選んだ理由を書こう  

やりがいが あ

る仕事  
みんなが仲良

く働ける仕事 

自分の趣味や

特技が生かせ

る仕事  
休みが多い仕事  

高い給料がも

らえる仕事 

時間や場所 に

しばられな い

自由な仕事 

仕事の内容が

楽な仕事  
規模が大きい

会社での仕事 
世の中や人々の

役に立つ仕事 
 

 

図３－１ ランキング用紙 
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びや楽しみを感じるのはどんなときですか」とい
うインタビューをし，それを教材として再構成し
たものを資料とした。 
生徒は，自分たちの職場体験に関わってくださ

った事業主の話に親近感を抱き，インタビューの
内容を自分の身近なこととして捉えることができ
た。つまり，自分たちが体験で実感した「勤労」
という価値を道徳の時間によみがえらせることが
できたのである。 
 次に，事前道徳で行ったランキングを再度行う
ことで，「勤労」に対する自分の価値観を見つめ直
す学習をした。事後道徳のランキングに変化のあ
った生徒もなかった生徒も，その理由を考えるこ
とで，再び自己の内面と対峙し価値を深めていっ
た。 
 最後に，「あなたは，将来，何のために仕事をし
ようと思いますか」という質問に対する答えを文
章で綴っていくことを通して，思考が整理され，
価値の知的理解が進み内面化が図られることをめ
ざした。 
 
（２）分析と考察 
 ここでは，ユニット「勤労」の分析と考察を，
生徒の授業中の様子や発言内容，ワークシートの
記述内容，感想文から行っていきたい。 
 なお，分析に当たっては，村田敏郎が明らかに
している勤労の三つの意義である【生計維持（収
入を得て生活を維持する）】【自己実現（自己の適
性・能力を発揮し，個性を生かす）】【社会貢献（社
会に役立ち，発展に尽くす）】の視点を参考にする
ことにした。（22） 
①事前道徳「仕事を選ぶとき」 
 学習の導入として，タウンページに載っている
職業の種類が 929 種類あることを知った生徒は，
まずその数に驚いた様子であった。将来，それら
の仕事の中からどれかを選んでいかなくてはなら
ないことを知り，仕事を選ぶということが現実味
を帯びたようであった。 
 そこで，仕事を選ぶ時の基準をランキングする
ように指示された生徒は，戸惑いながらも自分の
内面と対話しながら作業を進めていった。時折，
近くにいる友達のランキングを覗き込みながら，
自分の考えを整理していた。研究協力校の第二学
年の生徒が第一位と第五位に選んだ項目のそれぞ
れの人数とその主な理由を表しているのが表３－
１と表３－２である。 
 また，ランキングの結果を円グラフで表したも
のが，図３－２と図３－３である。 

表３－１ 第一位に選んだ項目とその主な理由 
項目と選ん
だ人数 

主な理由 

自分の趣味
や特技が生
かせる仕事
（126 人） 

・趣味とかが生かせる仕事のほうが，やりがいが
あるし，その分，がんばれると思ったから。 
・仕事は，アルバイトとかと違って，軽く変えら
れるものじゃないから，自分の好きなものなら一
生続けると思うから選んだ。 
・自分のことが必要にされた方が嬉しい。 
・やっぱり，自分のやる仕事やから，自分の個性
を生かせる仕事が一番だと思う。 
・自分の趣味が生かせるなら，楽しく仕事をでき
ると思うし，特技が生かせるなら，集中してでき
ると思うし，成長できると思うから。 
・自分の可能性を引き出したいから。 
・自分の特技を最大限に発揮した方がいいと思う。 
・基本的に自分に合うか合わないかっていうのは，
一番大切だと思う。 
・生かせた方が，今までやってきたことが無駄じ
ゃないと思えるから。 

やりがいが
ある仕事 
（90 人） 

・やりがいがなかったら，仕事続ける自信ないし，
楽しくなかったらっていうか，やりたくない事し
たくない。 
・やりがいのない仕事なんてないと私は思うけど，
やりがいのない仕事したって，何のとくにもなら
へんし，おもしろくないと思う。 
・やりがいをもっていたら，自分に自信がもてる
と思うから。やってて毎日退屈しないと思うから。 
・自分のやりたいことなら，しんどくても我慢で
きるし，やりとげたときの嬉しさが違う。 
・やりがいのある仕事やったら，自分が納得して
仕事ができるし，何でも一生懸命したいから，や
りがいのある仕事がいい。 
・内容は何でも，やりがいとか，終わった後に達
成感がある方がいい。 
・やりがいがあるということは，自分が満足して
いる証拠やと思う。 
・やりがいのある仕事が一番自分の中で役に立つ
と思う。やりがいがある仕事こそ，やって意味の
ある仕事だと自分の中でそう感じるから。 
・自分が本当にやりたいと思ったら，どれでもや
りがいがあると思うから。やりがいがある仕事だ
から，がんばってできると思う。 

高い給料が
もらえる仕
事（39 人） 

・お金いっぱいもらわないと，働いている意味が
ないから。 
・給料をもらうために働いているから。 
・生活をしていくには，やっぱりお金がないとい
けないから。 
・お金をためて，やりたいことがあるし，その夢
をかなえるため。 

みんな仲良
く働ける仕
事（16 人） 

・いじめがあったらいややから。 
・やっぱり，コミュニケーションは大切だと思う。 
・みんなが仲良く働けたら，苦しい仕事や厳しい
仕事もできると思うから。 
・仕事とかは関係なしに，やっぱり人間関係がい
い方が，働きやすいし，楽しいと思うから。 

世 の 中 や
人々の役に
立つ仕事 
（９人） 

・意味のない仕事はやりたくないから。 
・世の中や人々の役に立つ仕事は，かっこいいな
ーと思ったから。 
・お金とかに関係なく，人々の役に立つというこ
とが大切と思うから。 

時間や場所
にしばられ
ない自由な
仕事（７人） 

・自由に生きたい。 
・堅苦しいのは嫌い。 
・自分がしばられるのは嫌いやし。 

仕事の内容
が楽な仕事 
（７人） 

・楽にこしたことはないから。 
・あんまり仕事しなくてもいいし。 
・なるべく楽に働いて，お金がかせげたらいいか
ら。 
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休みが多い
仕事（３人） 

・疲れやストレスがたまっているし，休みが多い
と疲れが癒されるから。 
・仕事ばかりだとしんどいから。 

規模が大き
い会社での
仕事（２人） 

・一番大きい会社で働きたいから。 
・あんまりリストラとかなさそうやし，将来は安
心できそうやから。 

表３－２ 第五位に選んだ項目とその主な理由 
項目と選ん
だ人数 主な理由 

規模が大き
い会社での
仕事(86 人) 

・会社にしばられている気がしていや。 
・別に会社が大きくなくても，仕事はできると思
う。 
・小さくても，やりたいことがやれればいい。 
・リストラ多そうだから。 
・自分たちの力で大きくすればいい。責任感があ
っていい。 
・大きかったら，競争とかあっていや。はらはら
する仕事はいや。 
・規模の大小よりも，仕事の内容が大切だから。 

仕事の内容
が楽な仕事 
（75 人） 

・自分が好きなことできたら，別に少しくらい大
変でもいいかなと思ったから。 
・楽じゃなくても，一生懸命がんばって働きたい。 
・内容が楽なものを選んだって，他人と比べれば，
きっと忙しい仕事のほうが充実していて，やりが
いがあると思うから。 
・やったあとに，「しんどかったけどやってよかっ
た」と思えるようなことがしたいから，別に楽じ
ゃなくてもいい。 
・やっぱり，難しい仕事をやりとげたら，自分の
自信にもなるし，楽な仕事は自分の気持ちの面で，
憂鬱な感じだったから。 

休みが多い
仕事（49 人） 

・休みが多いと，つまらなさそう。 
・楽しい仕事ができるんやったら，休みはいらん。 
・休みが多いと，必要とされてないみたいでいや。 
・休みが少ないほうが，がんばっているという感
じやし。 
・休みが多かったら，人々のために何もできない
と思うし，いつまでたっても何もできないから。 
・休みばっかりな仕事だったら，すぐにだるくな
って，仕事があっても仕事にならないと思う。 

世 の 中 や
人々の役に
立つ仕事 
（39 人） 

・別に，世の中の役に立ちたくないから。 
・働いていれば，結果的に世の中の役に立ってい
ると思うから。 
・まずは，自分のやりたいことをやって，人のた
めはそれから。 
・人のことやってたら自分がしんどい。 

時間にしば
られない自
由な仕事 
(33 人) 

・こんなん気にしてたら，仕事じゃないみたいで，
いや。 
・時間や場所がしばられても，やりたい仕事がで
きたらいいから。 
・時間を守らなければ，ダラダラしてしまうから。 
・仕事なのだからしようがないと思う。 

高い給料が
もらえる仕
事（５人） 

・給料が高くても，自分が好きじゃないことやっ
てても楽しくないから。 
・なんぼ高くても，仕事がきつかったりしたらい

やだから。 
・私はお金が嫌いだから。 

自分の趣味
や特技が生
かせる仕事 
（５人） 

・そんなに，自分の特技が生かせる仕事はあまり
ない。 
・趣味や特技がないから。 

みんな仲良
く働ける仕
事（３人） 

・仲良くしたら，仕事に負担がかかる。仲良くな
りすぎたら，仕事がはかどらない。 
・自分がよければ，仲良くしんでも働けるからい
い。 

やりがいが
ある仕事 
（１人） 

・やりがいがなくても，自分の好きな仕事ができ
たらいいと思ったから。 

これらの結果を見ると，第一位に選んだ項目の
うち，「自分の趣味や特技が生かせる仕事」「やり
がいがある仕事」を合わせると，この２項目で全
体の７割以上を占めている。また，これらの項目
を選んだ理由を見ると，「趣味とかが生かせる仕事
のほうが，やりがいがあるし，その分，がんばれ
ると思ったから」「自分のことが必要とされた方が
うれしい」「自分の可能性を引き出したいから」な
どと，【自己実現】に向けての前向きな理由である。
多くの生徒が「勤労」という価値を【自己実現】
の視点と関連させて捉えていることが分かる。   
また，第一位に三番目に多く選ばれた項目は

「高い給料がもらえる仕事」である。これは，自
分の将来を現実問題としてみたとき，給料の高い
低いは，生活するうえで欠かすことのできない条
件であると捉えていると思われ，勤労の意義の一
つである【生計維持】を意識していると考えられ
る。 
 また，第五位に選んだ項目については，「規模が
大きい会社での仕事」「仕事の内容が楽な仕事」「休
みが多い仕事」の３項目で全体の７割を超えてい
る。そして，その理由として「小さくてもやりた
いことがやれればいい」「楽じゃなくても，一生懸
命がんばって働きたい」「楽しい仕事ができるんや
ったら，休みはいらん」といった，自分の生きが
いややりがいを感じることを優先させるといった
傾向が見受けられた。 
 このランキングの結果から，多くの生徒が勤労
の意義を【自己実現】や【生計維持】の視点から

図３－２ 
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捉えていることが伺えた。 
 この一人一人のランキング用紙を班でもち寄
り，ブレーンストーミングによって班のランキン
グを作成した。ブレーンストーミングでは，生徒
は活発な意見交換をしていた。自分と同じ意見に
は，その通りだと共感し，違う意見に対しては，
そんな意見もあるのかと驚き，それぞれの価値観
が異なることを実感していた。写真①は，班での
話し合いの様子である。班で一つのランキングを

作ることが重要なのではなく，そこにいたるまで
の意見交換に意義がある活動であった。 
 この活動を通し，生徒は様々な価値観があるこ
とを理解し，今から行われる『生き方探究・チャ
レンジ体験』という職場体験で勤労の意義を考え
てこようとする意欲をもったようであった。それ
が授業後の感想文の中に多く見られた。 
事前道徳の感想文より 
Ａ さまざまな価値観があることに気付いたもの 
●自分の考えと違う人が結構いた。人それぞれにいろんな考えが
あるんだなと思った。 
●周りの人は自分と全然考え方が違うし，中には一緒の人もい
た。でも，いろんな考えがあるから，世の中は成り立っていると
思った。 
Ｂ 自分の価値観を見つめることができたもの 
●今日こういうふうに，ランキングすることによって，少し自分
が何を考えているのか分かったような気がする。 
●改めて，自分の仕事に対する気持ちが分かった。 
●今まで，こんなこと考えたことはあまりなかったと思う。自分
が何の仕事をやりたいか，こういう条件をつけて順位を決めると
わかりやすいなと思った。 
Ｃ 『生き方探究・チャレンジ体験』に向けての意識が向上した
もの 
●私も十年後には働かなくてはならないけれど，「生きチャレ」

で学んだことや，体験したことを通じてしっかりとやっていきた
いと思う。そのためにも，火曜日から始まる「生きチャレ」に力
を入れていきたいと思った。 
●今は，やりがいがある仕事が一番だけど，「生きチャレ」に行
って，何で仕事を選ぶべきかを学びたいと思った。 
●来週は「生きチャレ」があるけど，自分がやりがいがあるなぁ
と思う仕事につきたいし。私は将来，看護士になりたいけど，今
日学習したような自分がやりがいを感じる仕事なのか「生きチャ
レ」で体験したいと思う。 

②職場体験の様子 
 職場体験『生き方探究・チャレンジ体験』で生 
徒は，短い期間ではあるが職場の人と接しながら
実際に仕事を体験した。職場体験の感想文では，
先に述べた勤労の三つの意義にまで踏み込んだも
のはなかったが，勤労の厳しさや喜びをしっかり
と肌で感じ取ってきていることが読み取れた。こ
の実感が事後道徳で勤労の意義を再考する上で，
大切であったと思われる。その様子を感想文の中
から紹介する。 
●ケーキ屋という一見華やかそうな仕事だけど，実際にやってみ
て，ずっと立ちっぱなしで思っていたより結構疲れて，大変だと
いうことがよく分かった。 
●私は，この三日間で仕事の大変さ，やりがい，楽しさなどたく
さんのことを知りました。 
●やっぱり，仕事というものは，簡単でないことが分かりました。 
●自分のやるべきことを，しっかりと最後までやることが大切だ
と思いました。 
●思っていた以上に,難しくてしんどいところもあったけど，そ
のぶん，こっちにもやりがいがあって，とても充実していました。 
●私は，いろいろな仕事があって，そのすべての職業に大変さと
喜びがあるのだと知った。 

③事後道徳「仕事をするってどういうこと」 
 導入として事前道徳でのランキングの結果を聞
き，生徒は他の人の価値観を知ったり，その時の
自分の「勤労」に対する価値観を思い出したりし
た。その後「仕事をしていて，楽しみや喜びを感
じるのはどんなときですか」という事業主へのイ
ンタビューのビデオを視聴した生徒は，自分たち
の職場体験に直接関わってくださった方の回答
に興味を示し共感している様子であった。 
五人の事業主の回答は，それぞれの職業を反映

したもので，自動車販売店では車の契約が取れた
ときはもちろんであるが，購入した客から「あり
がとう」の言葉が聞けたときに特に喜びを感じる
という内容であった。また，ホテルでは，自分た
ちのサービスに対して客から喜びの声や「また来
たい」という言葉を聞いたときに充実感を感じる
というものであり，菓子製造販売店では自分の製
造したものを買ってもらえたときに喜びを感じ
たり，今まで自分が出来なかった技術ができるよ
うになることに対して達成感をもったりすると

写真① 
班でランキングす
る様子 
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いうことであった。動物病院では，来院した動物
が元気な姿で帰っていくときに仕事に対してや
りがいを感じ，スポーツ用品販売店では，いろい
ろな人との出会いがあることや，自分の趣味を仕
事に生かせていることが楽しいという内容であ
った。このインタビューと，自分が関わった事業
所の人たちの様子を重ね合わせながら，再び自分
の勤労に対する価値観を振り返っていた様子で
あった。 
 その後，再度ランキングをやってみると，体験
で実感した価値や事業主へのインタビューを視聴
したことで自覚した価値を踏まえて，再び自己の
内面での対話が促され，仕事を選ぶ基準の順位を
替える生徒も多数いた。事前道徳と事後道徳の第
一位に選んだ項目の比較を表したものが図３－４
である。 

 この比較からも分かるように，「やりがい」「趣
味・特技」の項目で事後道徳のほうが数字が高く
なっている。「やりがい」や「趣味・特技」という
価値は，先に述べた【生計維持】【自己実現】【社
会貢献】の三つの価値のうち【自己実現】と深く

関わっており，生徒は，職場体験を通じて事前道
徳の時点よりも，さらに，【自己実現】という視点
で勤労の意義を自覚したようであった。 
 また，事前道徳ではあまり触れられることのな
かった【社会貢献】の意義については，事後道徳
のほうが数字は低くなっているものの，「働くとい
うこと自体が社会に何らかの形で役に立っている
ことだと思う」という内容の意見が授業の最後の
作文に多数見受けられ，社会での勤労の意義につ
いて自覚し始めていることが読み取れた。 
ある生徒Ｍ君は事前道徳でのランキングでは，

仕事を選ぶときの一番重要な項目として，「高い給
料がもらえる仕事」を選んでいた。その理由とし
て，「不景気の今，給料が高くなくては。やりがい，
自分の趣味・特技なんてどうでもいい。仕事につ
けて，金がもらえたらＯＫ。」と書いていた。その
後の班での話し合いでも，自分のこの意見を貫き
通し，他の班員の意見を押し切って，「高い給料が
もらえる仕事」を班の第一位にしていた。Ｍ君は，
その後保育園に職場体験に行き，事後道徳でのラ
ンキングでは，事前道徳では第四位にしていた「世
の中や人々の役に立つ仕事」を第一位にしている。
その変更理由では「『生きチャレ』行って，人々の
役に立つ仕事っていいよな…っておもって，給料
より人々の役に立つ仕事を選んだ」と書いている。 
Ｍ君の内面で，事前道徳の時点で主に【生計維
持】の視点で捉えていた勤労の意義に，事後道徳
では【社会貢献】の視点が加えられたことが読み
取れる。 
また，作文の中で次のようなことも書いている。 

僕は将来，この道徳でやったような仕事ができるかどうかわから
んけど，でも，理想に近い仕事ができるように，日々努力するこ
とが大事だと思った。もし，理想の仕事ができなくても努力した
分は，何かの役に立つから。 
 この作文からは，事前道徳・職場体験・事後道
徳を経て内面化された価値が，日常生活における
努力することへの意欲と結びつき，道徳的実践力
を身につけることの重要性を自覚しつつあること
が読み取れる。 
 最後に授業のまとめとして，「あなたは，将来，
何のために仕事をしようと思いますか」という作
文を書いた。文章にすることで自分の考えを整理
し，価値の知的理解を促したのである。その作文
の中には勤労の意義である三つの視点が読み取れ
るものも多くあった。いくつか紹介する。 
●高い給料をもらいたいと思うのは，結局は自分が給料をもらっ
たときに「ああ，やっててよかった」という生きがいをもちたい
から。そういうことを考えたら，仕事というのは自分のためにや
っているのじゃないかと今日の道徳の時間に思いました。 

写真② 事業主のインタビューのビデオを見る生徒 
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●どんな仕事でも，絶対誰かの役に立っているんだろうなと思っ
た。こういうことを考えながら嫌な仕事でもやると，きっとがん
ばれるのだろうと思った。自分のやりたい仕事をしても一生懸命
やらなければやりがいなんてないんだろうなと思った。本当にや
りたいことをしなければ，後で後悔したりするんだろうなと思っ
た。 
●たくさん働いて，しんどい思いをして，そしてお客さんによろ
こんでもらえたとき，本当の仕事の良さを実感できるんだと思っ
た。人の役に立つ仕事はそんなに大切じゃないと思っていたけ
ど，「生きチャレ」で人の役に立つことの良さを知った。人に感
謝されるのはとても難しいことだけど，その分やりがいがあって
いいと思う。 
●仕事は大変だし，嫌になることもあると思うけど，仕事を終わ
った後に，自分が自分にがんばったなと思えることはすごくいい
ことだと思います。将来，何のために仕事をしようと思うかとい
うと，自分の仕事が人の役に立っている仕事だと思います。でも，
仕事は自分のためにするのだと思います。生きていくためだけで
なく，それによって，生きがいを得られると思うからです。 
●自分のために。自分が生きていくための仕事やし，その仕事を
通して何かを見つけることができるかもしれない。人間として成
長できるかもしれない。 
●将来，何のために仕事をするのか，そこらへんはまだわかりま
せん。でも，将来する仕事に誇りをもてる仕事をしたいと思う。
自分だけじゃなくて，きちんと相手のことも考えないと仕事は成
り立たないと思う。自分と相手のコミュニケーションはとても大
切だと，今日の授業で分かった気がします。仕事をすることは，
今の時間を大切にし，将来のために役立てるものだと思った。で
も，仕事とは，つらいことや悲しいこと，いいことがあります。
そんなことを乗り越えていけば，大人に少し近づくと思います。 
●やっぱり，自分のためというのもあるやろうけど，自分のため
だけではやっていけないと思う。仕事をして人々に感謝されると
いうのが，仕事をしている中で一番嬉しいことのように思える。
でも，人のためだけに仕事をするのは，ちょっと今の僕ではでき
ないと思うし，自分と周りの人々のために仕事をしようと思う。 
これらの分析からユニットを通し，生徒は勤労

の価値を【生計維持】【自己実現】【社会貢献】の
視点から自覚し，深めていったことが明らかにな
った。さらに，「生き方」を探究することをねらい
とした職場体験と道徳の時間を結びつけた結果，
日常生活との関わりの中で価値を捉えることがで
き，自覚した価値を自分の「生き方」に反映させ
ようとする意欲を抱いていることも読み取れた。
道徳的実践力の育成が促されたと思われる。 
 
第２節 ユニット「思いやり・感謝」 
 
（１）授業の実際 
 第１節に引き続き，第２節ではユニット「思い
やり・感謝」の展開について説明したいと思う。 
①事前道徳「とべないホタル」 
 この道徳の時間では，「思いやり・感謝」の価値
のうち，主に，「思いやり」の価値を深めることを
ねらいとした。本当の優しさとは何なのかを資料
を通して知り，思いやりのある行為とはどのよう

な行為なのかを考えたのである。 
 資料として活用した『とべないホタル』は児童
文学として広く知られている。生徒の中には，す
でに話の内容を知っている生徒がいることは予想
できたが，あえてこの資料を使った。それだけ，
この作品自体に力があり，授業の展開次第で，生
徒は新たな価値の気付きをすることができると考
えたからである。 
 話は，羽がちぢれて飛べないホタルのことを気
づかい，相手の立場に立って思いやりのある態度
で見守ろうとするホタルや，とべないホタルのた
めに自分を犠牲にするホタルの姿を通し，とべな
いホタルが生きる勇気を与えられるという話であ
る。 
 この話を六つの場面に分けて，次の場面の展開
を予想しながら，場面を追って順次読み進めてい
った。その際には，次の展開がイメージしやすい
ように，コピーした絵本『とべないホタル』の挿
絵（写真③）を黒板に貼り付けていった。 

 そして，最後に『とべないホタル』の感想文を
書いてまとめとした。話の展開を予想する時には，
指導者の思いは生徒には伝えず，生徒の自由な発
想を尊重するようにした。自分たちの考えている
思いやりのある行為と，仲間のホタルたちの行為
との間には隔たりがあり，生徒に，本当の優しさ
や，思いやりのある行為を考えさせるためである。    
このようにして，生徒は話の流れを追いながら，
自分が今までもっていた優しさや思いやりという
価値について内面で対話し，価値を深めていった
のである。 
②職場体験 
 生徒は，事前道徳で，優しさや思いやりという
価値についての自覚を深め，その 12 日後に職場体
験を実施した。職場体験に参加する生徒は，少な

写真③  
場面絵を示しなが
らそれぞれの場面
を読み進める様子 
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からず緊張をしていた。自分の興味のある職業で
はあるものの，知らない職場での初めて出会う人
との関わりは生徒に不安感を与えていた。しかし，
そのような状況だからこそ，そこでの思いやりの
ある行為を深く心にとどめることになり，今まで
に味わったことのない感謝の気持ちを抱いたので
ある。 
③事後道徳「礼状を書こう」 
 この時間では，事前道徳・体験を通じて深まっ
た「思いやり・感謝」という価値を補充・深化・
統合することで，内面化を促し，感謝の気持ちを
相手に伝えるために，心をこめて「礼状」を書こ
うとする意欲や態度を育成することを主なねらい
とした。実際の「礼状」は，五限目のこの道徳の
時間を受けて，六限目の総合的な学習の時間で取
り組まれた。 
 まず，四つの事業所に体験に行った生徒の初日
と最終日の生徒の様子を撮影したものを再構成
し，教材化したビデオを視聴した。初日は緊張や
不安が表れていて仕事に慣れない生徒の様子，最
終日には，リラックスして楽しそうに仕事をして
いる生徒の様子を撮影のポイントとし，それを教
材として再構成した。 
 そのビデオを視聴した後，初日と最終日ではど
のような違いがあるのかを考えた。そして，その
違いは，自分たちも体験してきたということを確
認した後，それを生んだのは，事業所の方たちの
どのような言葉かけや，態度だったのかを思い出
した。そうすることで，その時の自分の気持ちを
思い出し，価値が深まることを促したのである。 
 さらに，職場体験の生徒感想文の中から，「思い
やり・感謝」の価値がしっかりと表現されている
ものを資料として音読し，ビデオ視聴で感性的に
理解していた価値を文字によって知的理解へと発
展させたのである。 
資料 「生き方探究・チャレンジ体験」を終えて 

ほんの一瞬，考えがたいほど短かった三日間，あの楽しかった

三日間を振り返りながらこの文章を書いています。この文章を書

くのは，難しくありません。簡単です。それほどいい思い出がで

きました。 

 この体験で，僕は「人の優しさ」というものを感じました。活

動をやっているのは僕たち自身です。が，準備も活動内容もすべ

て事務所の方々のおかげで成り立っていた，ということを第一に

感じます。そして，何事も必死で教えてくださいます。僕たちに

「いい思い出作って帰ってや」と訴えかけておられるような気が

しました。「それほどまで気を使わなくてもいいのに」と思うほ

ど気を使ってくださいました。あのときの豚汁，おいしかったで

す。職員のみなさん，心からありがとうございました。 

 次に，一番心に残った活動は，感謝表明です。改札口で乗降さ

れるお客様に，「ありがとうございます」と声を張ってお礼を言

う活動です。僕は，恥ずかしくて最初は声を張らず，声を出して

いました。すると，中年男性のお客様が「なんでこんなんやって

んの」と，横にいた職員の辻井さんに質問されました。辻井さん

は『生きチャレ』のことを一通り説明したあと，「今のうちに全

く他人の方にお礼を言う練習をしておけば，社会に出たとき心か

らありがとうございます，と言えると思うのです。」とお客様に

説明されました。その説明が心につきささりました。「ここまで

考えて下さっているのに」。僕はホームまで届くくらいの大声で

めいっぱい挨拶をしました。職員の方々，心からありがとう。 
 そして最後に，次時にある総合的な学習の時間
で「礼状」を書くときに，今の気持ちを忘れずに
心をこめて書くようにという指導者からのメッセ
ージでまとめとした。 
 
（２）分析と考察 
 ここでは，ユニット「思いやり・感謝」での生
徒の授業中の様子や発言内容，ワークシートの記
述内容，感想文から分析と考察を行っていきたい。 
 分析は，「思いやり」という行為は主観的判断で
捉えるのではなく，相手の立場に立って捉えるこ
とであるという視点と，その思いやりのある行為
に対して感謝の気持ちをもち，相手にその気持ち
を伝えようとするという視点から行うことにし
た。 
①事前道徳「とべないホタル」 
 「とべないホタル」の内容を六つの場面に分け
て，場面ごとに読み進めながら，次の場面の展開
を考えていくという流れに，生徒は興味を示して
いた。次の展開を考えても，話の内容とは異なる
ことが多く，その展開に驚くと同時に，そういう
考え方もあるのかと新たな気付きをしていた。 
 たとえば，場面２は，「とべない自分に腹立たし
さを感じ，周りに当り散らすホタルの様子を見て
いた他のホタルたちが，とべないホタルのもとを
一匹，二匹と去っていく。そして，ついには仲間
のホタルがいなくなる。」という内容である。この
内容を受けて，生徒に「他のホタルたちは，その
とき，どこでどうしていたと思いますか」という
質問をした。 
すると，「とべないホタルに気をつかってどこか

へ行ってしまった」「薬を捜しに行った」などの仲
間のホタルたちの行動を好意的に考えようとする
生徒もいれば，「とべないホタルのことを見捨て
た」「他の場所に遊びにいった」などのように，否
定的に捉える生徒もいた。しかし，次の場面３を
読み進めると，実際には，仲間のホタルたちはひ
っそりとツユクサの葉のうらにかくれて，とべな
いホタルのことをじっと考えていたことがわか
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る。とべないホタルのことを気づかいながら，あ
えて慰めの優しい言葉をかけたりするのではな
く，自分のことのように，じっと心配するその姿
に，相手の立場に立って考えることが大切である
という本当の優しさを感じた様子であった。この
ように，次の場面の展開を予想しながら，読み進
めた後，最後に感想文を書いた。生徒の感想文に
は，いくつかのキーワードがあった。「優しさ」「勇
気」「友情」「仲間」「犠牲」である。このキーワー
ドの中で「優しさ」については，多くの生徒が感
想文の中で触れていた。前述したように，表面的
になにもしてやらないことが実はホタルの立場に
立った優しさであったことに気付き「なにもしな
いことも優しさなんだ」と感想文に書いている生
徒もいた。また，とべないホタルが人間の子ども
に捕まえられそうになったとき，自分が「犠牲」
となったホタルの行為に対しても「優しさ」を感
じていた。そこでは，「勇気」と「優しさ」が表裏
一体の関係であることに気付いているものも多数
あった。 
 そして，「仲間」に支えられて，とべないホタル
がとべないことを気にしなくなったことにおいて
は，「仲間」「友情」という価値の気付きをしてい
た。これが物語の世界だけでなく，自分たちの生
活の中でも実現することを望む声も多くあった。
人は，一人では生きていけないことを感じている
生徒や，他と違うことを気にしたり，そのことを
相手への中傷としてあらわしたりすることの多い

自分たちの日常生活
と比べている生徒も
いた。 
一方，ホタルを捕

まえにきた子ども
と，身代わりになっ
て捕まえられたホタ
ルとの関係にも心を
ひかれていた。足が
悪くてベッドで寝て
いる子どもと，羽が
ちぢれてとべないホ
タルを重ね合わせる
と同時に，足の悪い
子どもを思いやり，
ホタルを取りに来た
子どもの行為と，と
べないホタルを思い
やって，身代わりに
なったホタルの行為
とを重ね合わせても

いた。一匹のホタルをめぐって，捕まえる側と捕
まえられる側ではあるものの，どちらの行為も自
分の主観的な判断から行ったものではなく，相手
の立場を考えての行為であったことに感動してい
た。そして，その足の悪い子どものために，逃げ
ることもしないで精一杯飛んでみせるホタルに対
しても心を動かされていた。 
生徒の感想文の中から，いくつかを紹介する。 

●勇気というのは，優しさなんだと思った。このつかまえに来た
子どもたちも，友だちにホタルを見せるためにきたのだから，子
どもたちがやったことも優しさなんだと思った。やさしさで優し
さがうまれるなんてすごいと思った。 
●私は，最後にとべないホタルを助けたホタルが捕まったとき，
他のホタルがとべないホタルを責めるのではなく，「僕が先にと
びだそうと思っていたのに」とか「私もよ」と言えるところがす
ごいなぁと思ったし，最初にとべないホタルを見つけたときに，
一匹，二匹と去っていったとき，見捨てたと思ったけど，実はみ
んなとべないホタルのことを考えていたっていうことが，とても
優しいなと思った。 
●本当の優しさっていうのは，ただ単にかわいそうとか思うだけ
じゃなくて，遠くからでもいいから見守ることなのかなと思いま
した。 
●とべないホタルのために，とべるホタルたちが，自分たちは何
をしてあげられるかを考えて，実際にとべないホタルを見守った
ことがすごいと思った。それに，自分の身を犠牲にして守った優
しさはすごい。頭で分かっていても，なかなか行動するのは難し
いのに，守るためなら，恐さなんか平気だという強さ，ほんとに
すごいと思った。 
●ホタルの目の前で，ずっとみんなで相談したりしてたら，嬉し
いやろうけど，だんだんそのホタルは，みんなが自分のためにそ
こまで考えてくれて悪いなーと思ったり，何か，惨めになったり
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する。上辺だけじゃなくて，心の底までちゃんととべないホタル
のことを考えていた。本当の優しさっていうのは，相手の心のこ
とまでしっかりわかってそれを考えることやと思った。 
●男の子が思った兄弟に対する優しさは，ホタルにとっては，仲
間をとられることになってしまった。こんなふうに，自分の相手
に対する優しさが，他の人を傷つけてしまうことがあるのかなっ
て思う。一人一人優しさの表現の仕方は違うし，あえて厳しくす
ることが，その人のためっていう優しさもある。 

 この道徳の時間を通し，思いやりという価値を
主観的判断からの視点で捉えるのではなく，相手
がどう思うのかという相手の立場に立つという視
点で捉えたという面での価値の深まりがあったと
思われた。 
②職場体験の様子 
 事前道徳で，本当のやさしさとは何か，思いや
りのある行為とは何かということについての価値
を深めた生徒は，緊張と不安で訪れた職場で「思
いやり」だけでなく，「感謝」という価値の自覚も
深めていた。その様子を職場体験の感想文の中か
ら紹介する。 
●いろんな経験をさせていただいたけど，一番心に残っているの
は事業所の方の優しさです。普通は，自分の仕事をするので精一
杯なのに，わからないところをちゃんと教えてくださったりして
すごく嬉しかったし，仕事って楽しいなぁと思いました。 
●僕は，事業所に行って一番最初に思ったことは，事業所の人た
ちがやさしくて，おもしろい人ばっかりだと思った。事業所の人
がやさしかったから，やる気も出てくるし，いいところだと思っ
た。 
●間違えたときもありましたが，職場の人たちはいつも笑顔です
べて教えてくれました。 

③事後道徳「礼状を書こう」 
 職場体験で周りの人たちからの思いやりを感じ
た生徒が，その時の自分のことを想起するために，
事後道徳では，まず，職場体験を教材化したビデ
オを視聴することから始まった。初日と最終日の
生徒の様子をその変化に注目しながら視聴するよ
うに指示された生徒は，興味深げにビデオを見て
いた。自分たちの仲間が映っている映像に，自分
の職場体験を重ね合わせていた。そして，初日の
不安や緊張から最終日に仕事をすることに喜びを
感じていく気持ちを思い出していた。 
 ビデオを視聴した後，初日と最終日の様子の違
いを尋ねると，「初日は行動がぎこちない。とても
緊張している」「最終日は，慣れてきている。仕事
のペースが早くなっている。事業所の方からあだ
名で呼ばれて親しくなっている。」などと，答えて
いた。 
 また，自分の職場体験を思い出してみて，事業
所の方たちのどんな言葉かけや，態度に緊張がほ
ぐれたかを尋ねたところ，「失敗したときに，気に
しなくていいと言ってくれた」「分からないとき

に，丁寧に教えてくれた」「仕事をほめてくれた」
「がんばってと励ましてくれた」「いろいろなこと
を教えてくれた」「仕事以外のことで話かけてくれ
た」「ありがとうと言ってくれた」「お疲れ様と言
ってくれた」「笑顔で接してくれた」などと答えて
いた。職場の人たちが仕事があるにも関わらず，
慣れなくて戸惑っているであろう自分たちの立場
に立って，思いやりのある言葉かけや態度を示し
てくれたことに「思いやり」の価値を深めていた。 
 そして，そのような言葉かけや態度に対してど
のように思ったかを尋ねると，緊張がほぐれ，仕
事にやる気をもつことができ，大変感謝している
という意見がほとんどであり，思いやりのある行
為に対して感謝の気持ちを抱いていた。 
 最後に，職場体験の感想文を読むことで，それ
まで感性的に受け止めていた思いが自分の中で整
理され，文字を通して知的に理解され，さらに「思
いやり・感謝」という価値の自覚が深まっていっ
たようであった。そして，事業所の方たちに心を
込めて礼状を書こうという意欲がわいてきている
ようであった。 
この時間を通し，思いやりのある行為に対して

感謝の気持ちをもち，その気持ちを相手に伝える
ことの大切さを実感するという視点での価値の深
まりが見受けられたと思われる。 道徳の時間の後
に引き続き行われた総合的な学習の時間で取り組
まれた礼状に道徳の時間での価値の深まりが反映
されていた。 
 礼状は，生徒にとっては堅苦しい形式ではあっ
たが，その決められた枠の中で，それぞれの生徒
が自分の感動したことや，勉強になったと感じた
ことを取り上げ，事業所の方たちに対して心から
感謝の気持ちをもっていることを精一杯伝えよう
としている姿が読み取れる。礼状の中から二つを
紹介する。 

写真④ 
教材化したビ
デオを視聴す
る生徒の様子 
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(22)村田敏郎「主体的な進路選択を促進する進路指導 

VOL.４」『研究集録』京都市立永松記念教育センター 1996 

p.216 
 
第４章 学習プログラムの有効性 
 
第１節 実証授業を通して明らかになったこと 
 
（１）生徒の姿から見る学習プログラムの有効性 
 第３章の実証授業の分析と考察を踏まえて，本
項では，ある生徒ＡさんとＢさんのユニットを通
した変容を追うことで学習プログラムの有効性を
検証していきたい。 
 検証に当たっては，第２章で提示した図２－１
「ユニットにおける道徳的実践力育成の構造」を
踏まえて，次の四つの視点に注目したい。 
【視点１】事前道徳で体験につながるような価値の

気付きが促されたか。 
【視点２】体験で実感した価値と，事前道徳で気付

いた価値の対峙があったか。 
【視点３】事後道徳で，価値の補充・深化・統合が

図られ，価値の内面化が図られたか。ま
た，その際に，体験を教材化した資料が
有効であったか。 

【視点４】深まった価値を日常生活に反映させよう
とする意欲や態度が培われ「人間として
の生き方」の探究につながっているか。 

①ユニット「勤労」 
Ａさんは，事前道徳の「仕事を選ぶとき」での

ランキングでは，やりがいのある仕事を第一位に，
休みが多い仕事を第五位に選んでいる。第一位の
理由は，「やりがいのある仕事じゃないと，自分が
やる気になれないから」としている。第五位の理
由は「好きでやる仕事なら，休みが多いのはいや
だから」である。また，この時間の終わりに書い
た感想文には，「来週は『生きチャレ』があるけど，
自分がやりがいがあるなぁと思う仕事につきたい
し。私は将来，看護士になりたいけど，今日学習
したような自分がやりがいがあると思える仕事な
のか『生きチャレ』で体験したいと思う。」と書い
ている。 
このことから事前道徳で，Ａさんが勤労の意義

を「やりがい」の視点で捉えていることを確認し
た後，その価値観が正しいのかどうかを職場体験
で実感してこようとしているのが読み取れる【視
点１】。 
この後，病院に職場体験に行ったＡさんは，そ

こでの感想を次のように書いている。その一部を
紹介する。 

 「生きチャレ」で学んだこと 
（略）すごくいい経験ができて，すごくうれしかったです。 
 また，いろんなことを教えてくださった病院の方には感謝して
います。 
 この「生きチャレ」で，相手の立場になって物事を考えるとい
うことを学んだので，これからも，この経験を生かしていけばい
いと思いました。 

この感想文を読むと，事前道徳で勤労の意義を
「やりがい」の視点で捉えていたＡさんが職場体
験でそれを実感していることが読み取れる【視点
２】。さらに，職場体験を通して「相手の立場に立
って物事を考える」という価値にも気付いている。
そして，これからの日常生活に深まった価値を生
かそうとする意欲も表現されている【視点４】。 
 この勤労に対する価値の自覚をさらに事後道徳
で深めた結果，ランキングの第一位を「自分の趣
味や特技が生かせる仕事」に変更している。その
理由として「『生きチャレ』を体験して，自分の趣
味や特技が生かせる仕事ややりがいのある仕事を
選んだほうが，仕事が長続きしたり，自分が楽し
く働けたりするんじゃないかと思ったから」と書
いている【視点３】。 
そして，将来何のために仕事をしようと思いま

すかという質問に対しては，体験を教材化したビ
デオを見て，自分の職場体験を想起したＡさん【視
点３】は「『生きチャレ』で仕事をして，患者さん
と触れ合ったり，お医者さんと話をしたりして，
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自分が一緒に働いている人だけではなく，そこを
訪れる人と触れ合うことがすごく楽しかった。だ
から，仕事は自分のためにした方がいいと思うか
ら，趣味や特技が生かせる仕事につきたい。」と書
いており，自分の将来の仕事をどのような基準で
考えるべきかという「生き方」の視点と関連させ
て価値を捉えていることが読み取れる【視点４】。
また，これらの記述内容を事前道徳と比べると，
Ａさんが勤労に対する意義として捉えていた「や
りがい」という価値に，新たに「楽しく働く」と
いう意義が付け加えられていることがわかる【視
点３】。 
つまり，Ａさんは事前道徳で自分が感性的に理

解していた勤労に対する価値に気付き，体験を通
して実感することで，自己の内面で対話が生まれ，
価値の自覚を図っていた。さらに事後道徳で，教
材化された職場体験のビデオを視聴することや，
他の人の意見を聞くことで，価値の補充・深化・
統合が図られ，それまで自分が深めてきた価値の
知的理解が深まることで，価値の内面化が促され
たのである。そして，その価値を自分の日常生活
に反映させていこうとする意欲へと発展してい
た。これは，体験と結びついた道徳の時間での道
徳的実践力の育成の構造と合致しており，Ａさん
にとって，このユニット学習プログラムは有効で
あったと考えられる。 
②ユニット「思いやり・感謝」 
 このユニットでは，Ｂさんの変容を追っていき
たい。まず，事前道徳「とべないホタル」での感
想文を紹介する。 
私がまわりのホタルだったら，身代わりになるなんていうことを
しないと思う。誰かの身代わりになるっていうのは，すごいこと
だと思う。私には絶対にできないし，本当にすごいことだと思う。
私も人のことを考えられるようになりたいと思った。 

 このようにＢさんは，資料を通して身代わりに
なってでも仲間を助けるという行為に，道徳的価
値を見出している【視点１】。そして，その価値を
自分の生活に反映させようとする意欲も感じられ
る【視点４】。 
 この事前道徳での価値の気付きと深まりを受
け，職場体験に臨んだＢさんは，職場体験で「思
いやり・感謝」という価値をさらに深めている。
感想文の一部を紹介する。 
私は，この体験を通してパンの作り方なども教えてもらったけ
ど，一番学べたものは，人の優しさだと思う。教えてくださった
のも優しさだし，声をかけてくださったのも優しさだと思う。自
分が優しくすれば相手もうれしくなるし，相手がうれしくなれば
自分もうれしくなるから，優しくするということは良いことだと
思う。そして，私はこれからの生活にこのことを役立てていこう

と思う。 

 感想文からも分かるように，Ｂさんは，職場体
験で人の優しさに触れ，それに心を動かされ，さ
らに価値を深めている【視点２】。 
 さらに，事後道徳で体験を教材化したビデオを
視聴することによって，そのときの価値の深まり
を想起することができた【視点３】Ｂさんは，体
験でのまわりの人からの思いやりのある行為に感
謝し【視点３】，礼状の最後を「この体験で学んだ
ことを忘れずに，これからの生活に役立てていけ
たらいいと思います」という言葉で締めくくって
いるのである。ユニットを通して深まった価値の
自覚を日常生活へ反映させようとする意欲へと発
展している【視点４】。 
 ユニット「思いやり・感謝」における学習プロ
グラムも道徳的実践力の育成へとつながる契機と
なったと考えられる。 
③生徒の姿から明らかになったこと 
 ＡさんとＢさんのユニットを通した変容が，す
べての生徒に当てはまるというわけではない。し
かし，実証授業を実施した生徒 338 人分のワーク
シートの記述内容や職場体験の感想文などを見る
と，１から４までのすべての視点での価値の深ま
りが読み取れなくても，多くの生徒がどれかの視
点，あるいは，複数の視点での価値の深まりがあ
ったことが見受けられた。 
つまり，ユニットとして一つのねらいを連続し

て思考することで価値の自覚が深まり，さらに道
徳の時間と体験とを結びつけることで，生徒が価
値の深まりを自分の日常生活に反映させようとす
る意欲や態度がより育成されているのではないか
と考えられる。ある生徒は，道徳の時間の感想文
に，将来は今習っていることを生かしていきたい
とし，そのためにも「いつもやる道徳は大事だな
ぁって思っています」と書いていることも，ユニ
ットの有効性を示すものではないかと思う。 
 ただし，このように，生徒の姿をワークシート
や感想文から読み取ることにおいては，読み取る
側の主観が入ることは否めないのも事実である。   
そこで，次項では，生徒の自己点検カードの結果
を分析することで，道徳的実践力の育成に本プロ
グラムが有効であったかを検証していきたい。 
 
（２）自己点検カードから見る 

学習プログラムの有効性 
 本項では，第２章でその構造を示した学習プロ
グラムの有効性を実証するための自己点検カード 
の結果と，そこから明らかになったことについて
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述べていく。 
①自己点検カードの分析方法 
【意識】についての設問に対しては「とてもそ

う思う」を２点，「まあまあそう思う」を１点，「あ
んまりそう思わない」を－１点，「まったくそう思
わない」を－２点とし，すべての生徒が２点のと
きを 100 とする指数で表すことにする。また，【実
践力】についての設問に対しても「よく実行して
いる」を２点，「ときどき実行している」を１点，
「あんまり実行していない」を－１点，「まったく
実行していない」を－２点とし，すべての生徒が
２点のときを 100 とする指数で表している。 
 また，10 個の設問については，表４－１で示す
ように，以後その設問の内容をキーワードで表す
ことにする。 
表４－１ 設問内容とキーワード 

視点 キーワード 設問内容 
努力 やりとげなければならない

ことは，努力してやりとげる 
忍耐・意志 物事に対しては，あきらめな

いでねばり強く取り組む 

対・自分（主と
して自分自身に
関すること） 

希望・向上心 自分が立てた目標に向かっ
て，前向きに取り組む 

礼儀 時と場所と相手に応じた言
葉づかいや態度をとる 

思いやり 
・親切 

困っている人がいたら，進ん
で手助けする 

対・他の人（主
として他の人と
のかかわりに関
すること） 

尊敬・感謝 お世話になった人に，感謝の
気持ちをもつ 

役割 集団のルールを守り，自分に
与えられた役割をしっかり
とはたす 

責任 集団のメンバーと協力して，
責任をもって物事に取り組
む 

勤労 誰が見ていなくても，家の手
伝いやクラスの仕事をする 

対・集団，社会
（主として集団
や社会とのかか
わりに関するこ
と） 

奉仕 人の役に立つために，進んで
仕事をする 

 
以上の分析方法で，事前の自己点検カードを分析
した結果が，表４－２と図４－１である。 
表４－２ 事前の自己点検カードの結果 

視点 
設問の 

キーワード 
意識 

意識
の 
平均 

実践
力 

実践
力の
平均 

努力 69.0 36.5 
忍耐・意志 50.2 19.7 

対 
自分 

希望・向上心 57.3 
58.8 

8.1 
21.4 

礼儀 73.3 52.7 
思いやり・親切 53.7 -5.6 

対 
他の人 

尊敬・感謝 85.2 
70.7 

67.7 
38.3 

役割 57.5 23.2 
責任 57.0 17.0 
勤労 31.3 -19.6 

対 
集団・社 
会 

奉仕 34.7 

45.1 

-16.1 

1.1 

②生徒の傾向 
この５月 27 日時点の結果から，まず全体の生徒

の傾向をみてみたい。表４－２と図４－１からも
明らかなように，どの設問についても実践力は意
識よりも低いことが明らかである。このことにつ
いては予想していたことだが，道徳的価値につい
ての自覚はあっても，それを日常生活に反映させ
ることが難しいことを表していると考えられる。
中学生に限らず，私たち大人を振り返ってみても，
分かっていても実践できない場面は多くある。し
かし，そのことを否定的に捉えるのではなく，価
値についての意識があるけれど実践できていない
ことを自覚することが，「人間としての生き方」を
探究していく上で，重要なことだと捉えることが
大切だと思われる。 
 次に，各設問をそれぞれの視点からみてみると，
図４－２のようになる。 

〈対・他の人〉の視点が意識・実践力とも高く，
〈対・集団，社会〉の視点がともに低いことが分
かる。これは，発達段階と関係しているのではな
いかと考えられる。幼少の頃の自己中心的な言動
から，他の人の存在を意識し，他の人とのかかわ
りの中で生活していることに気付き，そのことを
意識して行動する力が育ちつつあるのではないだ
ろうか。そして，中学生という時期に自分という
存在を〈対・他の人〉の視野から〈対・集団，社
会〉という視野で見つめることができるようにな
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図４－１ 設問ごとの意識と実践力の比較（事前） 
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っていくことの表れではないかと考えられる。 
さらに図４－２からは，〈対・集団，社会〉の視
点において，意識と実践力の差が大きいことも読
み取れる。これは，集団や社会の中で道徳的な行
為を行うことに対して，自分が他者からどうみら
れているのかということを気にするという思春期
の特徴の表れではないかと考えられる。つまり，
集団や社会における道徳的価値の大切さは理解し
ているものの，周囲の目を気にして実践に移せな
いことがあると考えたのである。このことからも，
中学生という時期に〈対・集団，社会〉における
道徳的価値の大切さを自覚し，実践力へとつなげ
ていく働きかけが「人間としての生き方」の自覚
を深める上で重要であると考えられる。 
さらに，視点ごとのそれぞれの設問についてみ

てみると，〈対・自分〉の視点では，「希望・向上
心」の実践力が低いことが分かる。これは，同じ
〈対・自分〉の設問である「努力」（やらなければ
ならないことは，努力してやりとげる）「忍耐・意
志」（物事に対しては，あきらめないでねばり強く
取り組む）が，その時々で実践しているという実
感をもつことができるのに対し，「希望・向上心」
（自分の立てた目標に向かって前向きに取り組
む）は，先を見通して常にその価値を意識して実
践していくことが求められているため，その成果
を実感しにくく，実践力へと反映しにくいのでは
ないかと考えられる。 
また，〈対・他の人〉の視点では，「尊敬・感謝」
が意識・実践力とも高いのに対して，「思いやり・
親切」は意識・実践力ともに低い。これは，「尊敬・
感謝」の設問文が「お世話になった人に感謝の気
持ちをもつ」という他の人からの行為に対してど
う思うかという内容であるのに対して，「思いや
り・親切」の設問文は「困っている人がいたら，
進んで手助けする」という自分が他の人にする行
為であることと関係しているのではないかと考え
られる。つまり，他の人からうけた思いやりや親
切に対しては，心を動かされ，感謝の気持ちをも
つが，その行為をする側とされる側の立場を変え
て実践しようとするまで価値が高まっていないこ
との表れではないだろうか。 
また，「礼儀」「尊敬・感謝」の設問については，
全体からみても意識・実践力ともに高い。このこ
とは，幼少の頃から家庭生活や就学前教育の中で，
「挨拶をしっかりしなさい」「お礼（ありがとう）
をしっかり言いなさい」という言葉で，重視され
てきたことが意識・実践力とも高くなった原因で
はないかと思われる。 

 最後に，〈対・集団，社会〉の視点の設問をみて
みると，「役割」「責任」に比べ，「勤労」「奉仕」
が意識・実践力ともに低い。これについては，「勤
労」「奉仕」は，おもに〈対・社会〉の中で培われ
るものであり，学校生活が生活の主となる生徒に
とっては，意図的に社会との関わりを通して「勤
労」「奉仕」に関する体験をしなければ，その価値
の自覚が深まりにくいためではないかと考えられ
る。一方，「役割」「責任」は，学校という限られ
た集団の中でも，その価値を意識し実践する機会
が多く，その価値の自覚は深まりやすいと思われ
る。このことが，「役割」「責任」が，「勤労」「奉
仕」に比べて，意識・実践力とも低い原因ではな
いかと考えた。 
③事前・事後自己点検カードの比較 
 11 月 15 日に実施した事後の自己点検カードの
結果を表４－３にまとめ，図４－３と図４－４で
それぞれ，意識と実践力の事前と事後の自己点検
の結果を比較した。 
 表４－３ 事後の自己点検カードの結果 

視点 
設問の 

キーワード 
意識 

意識
の 
平均 

実践
力 

実践
力の
平均 

努力 74.3 34.6 

忍耐・意志 60.7 24.2 
対 

自分 
希望・向上心 64.4 

66.5 

14.7 

24.5 

礼儀 79.8 50.6 
思いやり・親切 56.5 -12.7 

対 

他の人 
尊敬・感謝 87.7 

74.7 

66.4 

34.8 

役割 61.9 24.3 
責任 61.2 23.9 
勤労 35.3 -19.9 

対 

集団，社 

会 
奉仕 36.2 

48.7 

-22.0 

1.6 

図４－３を見ると，意識については，すべての
設問で事後の方が高くなっている。しかし，実践
力については，図４－４でわかるように，高くな
った設問もあれば，低くなっている設問もあるの
が分かる。 
 事後の自己点検カードにおいて，事前に比べて
実践力の面での低下が見受けられた設問は「努力」
「礼儀」「思いやり・親切」「尊敬・感謝」「勤労」
「奉仕」であり，研究協力校で実証授業として取
り組んだ三つのユニットのねらいと共通するもの
が多い。三つのユニットのねらいは「礼儀」「思い
やり・感謝」「勤労」である。 
 しかし，第３章で明らかにしたように，これら
のユニットの実証授業の観察を通したり，授業に
おける発言内容やワークシートの記述内容，感想
文などを見たりすると，多くの生徒がこれらの価
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値の自覚を深めていることが分かる。 
 これらのことから次のような推察ができるので
はないかと思う。道徳の時間や職場体験によって，
そのねらいとしている価値の自覚が深まり，意識
の面では事前に比べると高い数字を示すことにな
った。しかし，意識が高くなったのに伴い，その
価値について実践しているかどうかという設問に
対して自分を振り返ったとき，評価基準が上がり，
事前に比べると数字が低くなったのではないかと
思われる。 
 たとえば，「礼儀」という価値について考えてみ
ると，礼儀の大切さやそれがもっている意義をし
っかりと理解すればするほど，日常生活において
いかに自分が実践できていないかを認識すること
になる。今まで，自分では礼儀をわきまえて行動
していたつもりだったが，実際の体験を通して，
あるいは，道徳の時間において価値を深めたこと
によって，今までの礼儀では自分としては納得で
きなくなったのではないかと考えられる。 
 実際に，生徒の職場体験の感想文の中には，改
めて礼儀の大切さを感じたと書いている生徒もい
れば，今までできていたと思っていたが自分の挨
拶は社会では通用しないことがわかったと書いて
いる生徒もいた。あるクラスの職場体験の感想文
を調べてみると，25 名中，７名もの生徒が感想文

の中で，自分の礼儀に関する反省を述べている。 
前年度の感想文よりもはるかに多くの生徒が「礼
儀」という価値を自覚して，職場体験に臨んでい
たことが伺える。この「礼儀」に関する記述を抜
き出してみる。 
●反省する箇所は，もうちょっといろんな人に挨拶がしたかった
ことです。 
●反省は，子どもたちのお母さんやお婆ちゃんに会ったときに，
挨拶していないときがあった。先生にも挨拶できていないときが
あったのが反省点だと思う。 
●反省するところは，声です。事業所の方が説明してくださって
いるのに，返事が言えませんでした。それに，基本の挨拶もきち
んとできていませんでした。だからこれからは，学校で日頃から
挨拶をして，身につけていきたいと思います。 
●この三日間で反省するところは，挨拶です。もっと，大きな声
で挨拶していたら，と思いました。 
●残念なことは，返事がしっかりできていなかったり，挨拶が進
んでできなかったり，大きな声で言えなかったことです。 
●礼儀もよく学びました。どこの仕事も礼儀が必要だとわかりま
した。体験で反省すべきところは，ミスをしたときにあやまる声
が小さかったこと，挨拶が積極的にできなかったことが反省点で
す。 
 これらの記述からも，礼儀の必要性・重要性は
充分理解していながらも，それが実際には実践で
きなかったことを後悔している様子が読み取れ
る。 
 以上のことから，事後の自己点検カードで，事
前と比べると意識は高くなったが，実践力の面で，
生徒が自分自身を厳しく評価しているという推察
はおおむね的を得ているのではないだろうかと思
われる。 
④自己点検カードから明らかになったこと 
 事前と事後の自己点検カードの分析の結果は，
以上の通りである。 
 これらの分析と考察を踏まえて，本研究の学習
プログラムの有効性を検証してみたい。 
 研究協力校では，一学期の職場訪問と二学期の
職場体験を通し，これらの体験と結びついた三つ
のユニットを展開した。５月の事前と 11 月の事後
の自己点検カードの間には，学校教育活動におい
ても様々な行事がある上，中学二年という年齢を
考えても，思春期の大きな変動の時期にあたり，
精神的な成長があると考えられる。 
 したがって，この自己点検カードの結果で学習
プログラムの有効性のすべてを検証することは難
しいと思われる。しかし，前項の生徒の姿と合わ
せて考えると，この結果は，少なからず学習プロ
グラムの有効性を実証しているのではないかと思
われる。意識の面ではすべての設問において事前
よりも事後の方がその数字が高くなっていること
からも，生徒の内面において価値の自覚が深まっ
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図４－３ 【意識】に対する自己点検の事前と事後の比較

図４－４ 【実践力】に対する自己点検の事前と事後の比較
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たことは明らかである。また，実践面においては，
価値の自覚が日常生活に反映されるまでには個人
差があり，生徒の今後の生活の中で，徐々にその
結果が表れてくるのではないかと思われる。今現
在，実践できていなくても，それぞれの価値につ
いての自覚が深まることが，これから先「人間と
しての生き方」を探究していく上での重要な指針
となるはずである。 
 
第２節 心に響く道徳の時間のあり方 
  
昨年度と今年度の研究はともに体験と道徳の時

間を結びつけて心に響く道徳の時間とし，道徳的
実践力の育成を図ることをねらいとしてきた。 
 そして，心に響く道徳の時間にするための改善
点を「道徳の時間そのものの改善」と「道徳の時
間へのアプローチの改善」の二つの面から捉えた。 
 ここでは，この改善の視点に立ち本学習プログ
ラムを開発し実践してきた中で今後の課題として
考えられることについて整理しておきたい。 
①教材選択について 
 本研究では，道徳の時間の資料として体験を教
材化したものを活用したことに特徴がある。これ
は，「道徳の時間へのアプローチの改善」にかかわ
り，道徳の時間に深めた道徳的価値を日常生活に
反映させるための有効な教材となると考えて開発
したものである。 
 本学習プログラムの中では，体験のビデオ映像
や生徒感想文を教材化したものを資料として活用
している。 
 これらの資料を活用することの成果は，道徳の
時間のことを自分のこととして考えることができ
ることである。たとえビデオの中に自分が映って
いなくても，体験が映像となり，そこに仲間の姿
を見ることは，道徳の時間をより身近なものとし
て感じることができる。今まで，道徳の時間のこ
とを他人事のように捉え，その内容についても，
タテマエと考えることの多かった生徒にとって
は，自分のことと結びつけて考えることができる
有効な資料となったと思われる。 
 しかし，体験を教材化する場合に留意すること
もある。それは，教材化するために映像を再構成
しても，そのねらいが明確には表れにくい場合が
あるということである。たとえば，本研究のユニ
ット「思いやり・感謝」での事後道徳では，初日
と最終日の生徒の様子の変化がわかるように四つ
の事業所ごとに撮影した映像を再構成した。しか
し，ビデオ撮影自体は，ねらいをもって行うもの

の，被写体の生徒がそのねらいどおりの行動をと
るとは限らないため，資料としての映像の焦点が
ぼやけてしまうこともあった。 
 そこで，体験を教材化した資料を活用する際に
は，別の資料を活用することも，その道徳の時間
のねらいを明確にするための有効な手段であった
と思われる。特に，ビデオ教材の場合には，視覚
や聴覚を通して生徒は感性で価値を受け止めるた
め，それを言葉を媒介として知的な理解に深める
ために，読み物資料や生徒の感想文を併用するこ
とは，教材化された体験の効果をより高めたと思
われる。また，この感性で理解した価値を知的理
解に深める資料として，今年度より全国の小・中
学校の全児童・生徒に配布された『心のノート』
の活用も可能であると考える。『心のノート』では，
それぞれの道徳的価値が分かりやすく書かれてお
り，感性で受け止めた抽象的な思考を具体化し，
知的に理解することにおいて有効な活用が期待で
きるのではないかと考えている。 
 体験を教材化することは，労力を要することで
あるが，道徳の時間に深まった道徳的価値の自覚
を自分の日常生活に結びつける点では，他の教材
より力があると思われた。 
②授業方法と授業形態について 
 授業方法と形態の工夫は「道徳の時間そのもの
の改善」に関わる工夫である。心に響く道徳の時
間のためには，道徳の時間そのもののことが心に
残ることが第一の段階であることは，第１章で述
べた。そして，心に残るためには，よりよい教材
を選択することはもちろん，その教材を生かす方
法と形態を見つけることが必要である。 
 心に残り心に響いていく過程では，まず価値に
自分から気付くこと，そして，その気付いた価値
に対して自分の意見をもち，その意見を他者に伝
えたり，他者の意見を聞いたりするような意見交
換ができることがその重要な要素ではないかと考
える。そのための授業方法と形態を工夫する必要
があると思われる。 
 まず，授業方法について考えたいと思う。生徒
は，タテマエの答を期待するような授業に対して
反感をもつ。それは，最初から答もそこに至る道
筋もわかっていることに対して真剣に考える気に
はなれないからである。それよりも，自分で価値
観を形成していくことに学習の楽しみを感じる。
そのため，一つの価値に対して多様な考え方が可
能であり，他の人と意見を交換し合いながらその
中で自分の価値観を築いていける学習に積極的に
参加しようとするのである。今までの実証授業の
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中でも，ランキングやブレーンストーミング，フ
ォトランゲージなどの自分の思考を自由に伸ばし
ていける学習方法に関心を示していた。つまり，
今紹介したような生徒参加型の授業方法にせよ，
「発問―応答」といった教師主導型の授業方法に
せよ，できるだけいろいろな考え方が可能であっ
たり，他の人の考えを知ることができたりする授
業方法が望ましいのではないかと思われた。 
次に授業形態についてであるが，実証授業など

を通して感じたことは，大人が思っている以上に，
生徒は自分の意見をしっかりともち，しかもそれ
を誰かに伝えたいと思っているということであ
る。また，他の人がどんな考えをもっているのか
も知りたいとも思っている。 
 しかし，周囲の目を気にする時期である中学生
にとっては，多くの人の前で自分の意見を言うこ
とに対して抵抗を感じるようである。しかし，少
人数の話し合いならば，活発に意見交換ができる
ことも多々ある。実際に班単位でランキングを考
えたときには，お互いに活発な意見交換をしてい
た。つまり，生徒は自分の意見がためらいなく発
表できる環境が整いさえすれば，意見を誰かに伝
えたいと思っていると感じられた。この点から考
えると，自分の意見を言いやすい少人数の集団の
ほうが，価値の自覚が深まるのではないかと思わ
れた。 
③道徳の年間計画とユニットについて 
 体験と結びついた道徳の時間の学習プログラム
を開発してきたが，今までからも学校現場におい
ては，生徒の体験と結びついた道徳の時間を展開
してきている。たとえば，合唱コンクールや体育
大会などの行事に合わせて，他の人と協力しても
のごとをやりとげることや努力することの大切さ
を考える道徳の時間を展開したり，生徒の実態に
合わせて，仲間を思いやることや，自分の役割や
責任を果たすことの大切さを考える道徳の時間な
ども実践してきたりしている。 
 しかし，これらの実践は単発的なものが多く，
計画的に取り組まれることが少なかったように思
われる。どんな生徒に育ってほしいのか，どんな
生徒に育てたいのかということを見通しをもって
考えることは重要なことである。そのとき，数多
くの体験の中からねらいとする価値を深めるのに
適した体験を選択することと，そして，その体験
と結びついた道徳の時間をユニットとして年度当
初に年間計画に配しておくことが有効な道徳的実
践力の育成につながるのではないかと思われる。  
  

 おわりに 

 道徳の時間が心に響く時間となるために，様々
な工夫を試みてきた。しかし，これらの工夫が効
果を発揮するためには，道徳の時間に忘れてはな
らない大切な要素があることを最後に述べておき
たい。 
 一つは，道徳の時間の指導者の立場である。指
導者は価値を教えるのではなく，生徒と共に悩み
考えながら，生徒が価値に気付いてくことを支援
する立場でなくてはならないということである。
指導者が価値を教えるという立場に立つとき，生
徒はそれを価値の押し付けと捉えるのである。そ
して，押し付けられた価値からは思考が広がった
り深まったりすることは期待できず，もちろん，
価値の内面化も行われない。これでは心に響く道
徳の時間となることはなく，もちろん価値が日常
生活に反映されることもないのである。それに対
して，自分自身で気付いた価値は自己の内面との
対話が可能であり，その対話を通して生徒は新た
な価値観を形成していくのである。そのような内
面で深く自覚した価値は自分との関わりで捉える
ことができるために，日常生活への反映が促され
るのである。道徳的実践力の育成をめざし，指導
者は生徒に価値を教えるのではなく，気付かせる
という立場を忘れないでいたい。 
そして，もう一つが学級の雰囲気である。道徳

の時間に限ったことではないが，仲間の意見を嘲
笑の対象にするような雰囲気は生徒の思考を滞ら
せる。自分の意見を何のためらいもなく他者に伝
えられる雰囲気，仲間の意見を受け入れようとす
る雰囲気，そういう人間関係が学級になければ，
道徳の学習は成立しない。周りの目を気にして，
自分の本音を語らず，あたりさわりのないことを
言っておこうとする雰囲気の中では，価値の深ま
りは期待できるわけがない。 
研究協力校では，指導者の先生方が生徒と同じ

目線で学習を進められ，生徒は，その道徳の時間
に自分の思いを自由に発表できることや，他の仲
間が何を考えているのか知ることに喜びや楽しみ
を感じていた。 
このような基盤があったからこそ，実証授業を

通して学習プログラムの検証ができたと感謝して
いる。この場を借りて，研究協力校の藤森中学校
第二学年の先生方の日々の取組の素晴らしさと，
それに応えていた生徒の皆さんに心から感謝の意
を表したい。 


